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は じ め に 

兵庫 県 の 最 南端 に 位置 する 南あわじ 市 は 、 周 囲 を 山 ・ 海 に 囲ま れ た 自然 豊か な 自治 体 で す 。 

これ ら の 虹 境 は 本 市 の 魅力 の 一 つと な っ て お り 、 南 あわ じ 市 を 訪れ る 観光 客 も 増加 し て いま 

す 。 

この 度 、 平 成 30 年 度 に 行っ た 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 を 『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調査 年 報 XAW』 

と し て 刊行 する 運び と な り ま し た 。 今 回 の 報告 は 、 こ こ 数 年 大 規模 な 開発 事業 が 実施 ・ 計 画 中 

の 国 衝 地 区 と 養 宜 地 区 の 調査 成果 が 中 心 と な っ て いま す 。 国 衛 地 区 で は 古代 の 建物 群 な ど 、 養 

宜 地 区 で は 区 生 時 代 終末 期 の 土器 溜まり な ど 、 い ずれ も 淡路 の 歴史 を 考え る 上 で 欠か すこ と が 

で き な い 成果 が 確認 され て いま す 。 

また 令 和 5 年 4 月 に は 、 松 帆 銅 7 点 が 兵庫 県 指定 文化 財 に 指定 され 、 南 あわ じ 市 滝川 記念 

美術 館 玉 青 館 で の 展示 も 定着 し て き て お り 、 本 市 の 文化 財 に 対す る 注目 度 も 一 層 高 く な っ て い 

る と ころ で す 。 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 収束 も 見 え は じ め て き て お り 、 時 代 の 転換 期 を むか えた 中 で 、 

今後 本 市 と いた し まし て は 、 文 化 財 の 保護 ・ 継 承 や 松 帆 銅 鐘 を 核 と し た あら た な 文化 財 の 魅力 

の 発掘 ・ 情 報 発 信 に 力 を 注い で まい り た いと 考え て いま す の で 、 よ り 一 層 の ご 支援 を 賜り ます 

よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 

最後 に な り ま し た が 、 調 査 な ら び に 本 書 を 作成 する に あたり 、 で ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 

心 よ りお 礼 申 し 上 げ ま す 。 

令 和 6 年 3 月 南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 浅井 伸行 

例 _ 言 

1. 本 書 は 、 兵 庫 県 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2018 (平成 30) 年 度 に 実施 し た 埋蔵 文化 財 調 査 
の 記録 で ある 。 

2. 調査 は 、 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担 

当 し た (所 属 に つい て は 当時 の も の で ある ) 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友美 ・ 宇 治田 力 ・ 沖 悠 矢 ・ 清 水 善 美 ・ 白 川 裕二 ・ 新 崎 都 ・ 

田村 信也 ・ 富 隊 美 早 子 ・ 豊 田 亜 希 子 ・ 村 本 早苗 ・ 松 下 竹 之 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 、 坂 口 が 行っ た 。 執 筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文末 に 記し て いる 。 調 査 担当 

者 に つい て は 、 調 査 一 覧 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作成 に あたっ て は 、 森 岡 秀 人 氏 に ご 協力 と ご 指導 を いた だ い 

た 。 こ こ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。
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第 1 章 埋蔵 文化 財 事 業 の 動向 

平成 80 年 度 は 、 試 掘 調査 1 件 、 確 認 調 査 2 件 、 本 発掘 調査 3 件 の 調査 を 実施 し た 。 各 調査 の 面積 の 

合計 は 、18, 687.5 凶 と な る 。 主 な 発掘 調査 は 神代 国 衛 ・ 人 賀集 立川 瀬 地 区 、 八 木 入 田地 区 、 志 知 志 知 北 ・ 

志 知 南 地 区 、 人 賀集 八幡 北 地 区 で の 画 場 整 備 事 業 に 伴う 発掘 調査 や 民間 の 開発 事業 に 伴う 合計 6 件 の 調査 

を 実施 し た 。 啓 蒙 普 及 活動 と し て 、 昨 年 度 に 引き 続き 12 月 に 木 辺 遺跡 の 現地 説明 会 を 実施 し た 。 

分 布 調査 | 立会 調査 

単位 : 分 布 調 査 (ha) _ 調査 面積 (ni) 
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また 松 帆 銅 鐘 の 関連 事業 で 、 松 帆 銅 鐘 市 民 講 座 「 銅 鐘 が 造ら れ た 日 …」 と 題する 講座 、 玉 青 館 に お い 

て 平成 31 年 2 月 2 日 へ 4 月 7 日 に 「 造 る 展 」 を 実施 し た 。 さ ら に 3 月 10 日 に は 、 淡 路 フ ァ ー ム パー ク 

イン グラ ンド の 丘 で 「 淡 路 島 古 代 フ ェ ス ティ バル 」 を 開催 し た 。 刊 行 物 と し て は 、 『 南 あわ じ 市 文化 財 

調査 年 報 X』 を 発行 し た 。 (坂口 ) 

木 辺 遺跡 現地 説明 会 の 様子 造る 展 展示 風景 
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調査 の 成果 埋蔵 文化 財 第 2 章 
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調査 は 、 平 成 25・26 年 度 に 行っ た 確認 調査 結果 に 基づき 、 地 下 の 文 化 財 に 影響 が 及ぶ 排水 路 と 彫 場 

部 分 等 を 対象 に 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 な お 調査 区 名 は 、 平 成 29 年 度 の 調査 (1 12 区 ) に 

引き 続き 13 ご 23 区 を 設定 し 作業 を 進め て いっ た 。 以 下 主 な 調査 区 の 概要 を 記す 。 

[18 区 ] 

調査 地 北 束 部 に 位置 する 排水 路 部 分 と 園 場 部 分 の 調査 区 で 、 標 高 17.41 へ 18.27 m を 測る 。 調 査 面積 

786.4 。 

遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 基 本 的 に 第 1 面 は 中 世 以 降 の 遺構 面 で 、 第 2 面 は 弥生 時 代 ・ 古 代 の 遺構 面 と 

考え られ る 。13 a 区 以 北 は 遺構 面 が 1 面 と な り 、 同 一 面 で 遺構 を 確認 し た 。 第 1 面 で は 掘 立 柱 建 物 1 

棟 (SB 1) 、 柱 列 又 は 桶 烈 状 の 遺構 1 列 (SA1) 、 堅 穴 建 物 1 棟 (SH4) 、 溝 (SD1) 、 小 准 、 

替 み 状 の 遺構 な ど が ある 。 第 2 面 で は 堅 穴 建物 3 棟 (SH1ー3) 、 土 折 (SK 340) 、 溝 、 小 穴 な ど 

が ある 。 

第 1 面 

SB1 調査 区 中 央 部 12 a13 y 区 に 位置 する 総 柱 の 掘 立柱 建物 で 、 西 側 に の びる 可能 性 が ある 。 規 

模 は 東西 2 間 (5.0m) 以上 、 南 北 3 間 (6.7m) で 、P 109-175 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し 、 

N 19* E を 示す 。 南側 1 間 は 柱 問 が 1.4 m と 短い こと か ら 誘 に な る 可能 性 が ある 。 遺 物 は 土師 器 皿 2 

ー4、 堺 1・6、 白 磁 5 な ど が 出土 し て お り 、 中 世 初 頭 と 考え られ る 。 

SA1 調査 区 南部 6 a8a 区 に 位置 する 柱 烈 又は 南北 方 向 の 棚 烈 状 の 遺構 で ある 。 掘 立柱 建物 の 

可能 性 が ある 。 規模 は 南北 3 また は 4 間 (6.2m) 程度 、P 33-28 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し 

N 2” W を 示す 。 遺 物 は 土師 器 片 が 出土 し て お り 、 中 世 初 頭 と 思わ れる 。 

SD1 調査 区 南端 部 の 1aー2a 区 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 で ある 。 規 模 は 幅 4.6 m、 深 さ 1.7m を 

測る 。 遺 物 は 土師 器 、 須 恵 器 7ー9、 磁 器 (白磁 ) 、 瓦 器 な ど が 出土 し て お り 、 中 世 と 考え られ る 。 

SH4 調査 区 北部 14 aー15 a 区 に 位置 する 東側 に の びる 隅 丸 方 形 の 堅 穴 建物 で ある 。 規 模 は 南北 方 

向 の 長 さ が 約 4.5 m、 深 さ 30 cm を 測り 、 西 側 の 辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 12? W を 示す 。 

ベー ス が 礎 層 で ある た め 主 柱 穴 が 明確 で な い 。 中央 土塊 と 思わ れる SK 411 は 6 cm と 浅く 、 遺 物 は 弥生 

時 代 終 未 期 の 橋 17、 小 型 丸 底 志 18、 鉢 19、 東 阿波 型 土器 格 20、 導 形 製塩 土器 21・22 な ど 完 形 に 復元 で 

きる 遺物 が まとまっ て 出土 し て いる 。 

第 2 面 

SH1 調査 区 南部 7aー8 a 区 に 位置 する 西側 に の びる 円 形 の 堅 穴 建物 で ある 。 規 模 は 直径 5.9 m、 

深 さ 20 cm を 測る 。 主 柱 穴 は 6 本 と 思わ れ 、SK 332 が 中 央 土塊 に な る 。 南 ・ 北 側 に 周壁 溝 と 思わ れる 

溝 が 部 分 的 に 認め られ る 。 遺 物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 片 10・11 が 出土 し て いる 。 

SH2 調査 区 南部 9aー10 a 区 に 位置 する 西側 に の びる 円 形 と 思わ れる 堅 穴 建物 で ある 。 深 さ が 約 

10 cm と 浅い た め 、 平 面 で は 検出 で きず 、 壁 面 と 中 央 土 折 SKK 413 な どか ら の 確認 で ある 。 規模 は 直径 

約 4.8 m に 復元 で きる 。 主 柱 穴 は 5 6 本 と 思わ れる 。 遺 物 は 弥生 中 期 後半 と 思わ れる 土器 小片 と 石器 

( 石 鐘 ) が 出土 し て いる 。 先 の SH 1 と 同時 期 と 考え られ る 。 

SH3 調査 区 中 央 部 11 y 区 に 位置 する 角 丸 方 形 の 堅 穴 建 物 で 南 ・ 西 側 に の びる 。 床 面 の 周囲 が 一 段 

高く ベッ ド 状 を な す 。 全体 の 規模 は 不明 で 、 深 さ 27 cm を 測る 。 主 柱 穴 と 思わ れる 小穴 が 1 基 認 め ら れ 

る 。 東 側 の 辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て 、N 9.5" W 方 向 を 示す 。 遺 物 は 弥生 時 代 終末 期 と 思
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SK 340 調査 区 中 央 部 12 aー13 z 区 に 位置 する 遺構 で ある 。 規模 は 長 辺 4.4m、 短 辺 2.6 m、 深 さ 

約 20 cm の 不正 形 で 南西 部 が 一 段 深 く な る 。 遺 物 は 一 段 深 い 部 分 か ら 弥 生 時 代 中 期 後 葉 の 

われ る 土器 片 12 14 が 出土 し て いる 。 

搾 な どの 遺物 が や や まとまっ て 出土 し て いる 。 

、 棚 烈 状 の 

調査 地 中 央 東 寄 り に 位置 する 東西 方 向 の 排水 路 部 分 の 調査 区 で 、 標 高 17.73 m を 測る 。 調査 面積 

P 359 調査 区 中 央 部 lla 区 に 位置 する 円 形 の 小穴 で ある 。 規模 は 直径 26 cm、 深 さ 30 cm を 測る 。 遺 物 

300 mi。 

は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 高 才 な ど が 出土 し て いる 。 

遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 面 は 中 世 を 中 心 と する 遺構 面 で 、 掘 立柱 建物 1 棟 (SB 1) 

[14 区 ]
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遺構 1 列 (SA2) 、 溝 、 小 穴 な ど が ある 。 柱 穴 と 思わ れる 小穴 は 西端 部 の 1 aー2a 区 に 多く 認め ら 

れる 。 第 2 面 で は 溝 (SD 208・210・216・217) 、 小 穴 が あり 、 古 代 と 弥生 時 代 の 遺構 と 思わ れる が 、 

生活 に 関連 する 遺構 は 少な く 、 遺 物 の 出土 量 も 少な く な る 。 

第 1 面 

SB 1 調査 区 5 端 部 1a 区 に 位置 する 北側 に の の 

南北 1 間 (2.05 へ 2.4m) 以上 を 測り 、P 49-52 を 』 

遺物 は 土師 器 語 や P 49 か ら 平 瓦 が 出土 し て お り 、 

SA2 調査 区 西端 部 1a 区 へ 183 区 10aー1lla 

北 3 間 5.5 m) 以上 で 、P 59-46 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 13.5” 

皿 や 瓦 器 な ど が 出土 し て お り 、13 世紀 頃 と 思わ れる 。 

SD 1 調査 区 東部 6 a 

る 総 柱 建 物 と 

基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 21.5" E を 示す 。 

時 期 は 中 世 初 頭 と 思わ れる 。 

区 に 位置 する 南北 方 向 の 欄 烈 状 の 遺構 で 、 規 模 は 南 

思わ れる 。 規模 は 東西 2 間 (4.4m) 、 

E を 示す 。 遣 物 は 土師 器 

へ 8 a 区 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 で 東側 に の びる 。 規模 は 幅 約 50 cm、 深 さ 約 

10 cm を 測る 。 遺 物 は 須恵 器 、 土 師 器 片 が 出土 し て お り 、 中 世 初 頭 と 思わ れる 。 

第 2 面 

SD 208 調査 区 西部 1aー2a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 溝 で ある 。 規模 は 幅 4.6m、 さ 42cm を 測る 。 

遺物 は 弥生 時 代 中 期 と 思わ れる 土器 片 が わずか に 出土 し て いる 。 

調査 区 中 央 部 3 a4 a 区 に 位置 する 溝 で ある 。 SD 210 は 幅 70 cm、 深 さ 40cm、S SD 210・216 

D 216 は 幅 60 cm、 深 さ 80 cm を 洒 る 。 遺 物 は 3 

8 世紀 後半 へ 9 世紀 初頭 と 思わ れる 。 

SD 217 調査 

約 40c 

獲 23、 

[7 区 ] 

区 東部 5a4ー7a 

上 に 

南端 部 を 除い て 調査 区 全体 に あり 、 掘 立柱 建物 2 棟 (SB 1・ 

49) 、 小 穴 (P 1 

第 3 面 は 調査 区 

第 2 面 

SB 1 

m) 以上 、 南 北 2 間 (385 m) 以上 を 測る 。 遺 物 は 土師 器 、 和 須恵 器 、 製 塩 土 器 片 が 出土 

世紀 後半 へ 8 世紀 と 思わ れる 。 

調査 区 南部 7aー8 a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 東 

(1.55 m) 、 南 北 2 間 (3.65 m) を 測る 。 遣 物 は 土師 器 、 須 恵 器 、 製 塩 土 器 片 が 出土 し て お り 、 

SB 2 

紀 と 思わ れる 。 

SK 32 調査 区 

54 

調査 区 北部 2 a3 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 西 ・ 

恵 器 、 土 師 器 、 製 塩 土 器 が わずか に 出土 し て お り 、 

区 に 位置 する 溝 で ある 。 幅 約 9.0 m、 深 さ 約 1.8m を 測り 、 中 央 部 が 

高く な る 。 上 層 の 暗 褐色 土 か ら 古 代 の 遺物 が 、 下 層 の 黒色 粘 質 シ ルト 層 か ら 弥 生 時 代 終 末期 の 

鉢 24・25・27 な ど が 出土 

調査 地 南東 部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面 867.3 mm。 

遺構 面 を 3 面 確 認 し た 。 第 1 面 で は 北 半 部 で 小穴 、 落 ち 込 み 、 浅 い 衝 み 状 の 遺構 が ある 。 第 2 面 で は 

2) 、 土 才 (SKK32・81) 、 溝 (SD 

な ど が ある 。 7 マー へ 8 世紀 が 中 心 と 思わ れ 、 一 部 弥生 時 代 終 未 期 の 遺構 が 認め られ る 。 

北端 部 に 溝 (SD 71・180) が ある 。 

北側 に の びる と 思わ れる 。 東西 1 間 (1.6 

中 央 部 5 a 区 に 位置 する 方 形 の 土 折 で 東側 に の 

し て お り 、7 

間 に の びる と 思わ れる 。 東西 1 間 以 上 

8 世 

びる 。 南北 2.3 m、 深 さ 10 cm を 測る 。 

遺物 は 須恵 器 、 土 師 器 、 製 塩 土 器 な ど が 出土 し て お り 、 時 期 は 7 世紀 前 半 と 思わ れる 。 

SK81 調査 区 中 央 部 4 a 

遺物 は 弥生 時 代 終末 期 の 土器 32 ー 34 が 出土 し て いる 。 

区 に 位置 する 円 形 の 土質 で ある 。 南北 2.5m、 東 西 2.1m、 深 さ 28cm を 測り 、
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P 154 調査 区 南部 9 a 区 に 位置 する 小穴 で ある 。 長 辺 60 cm、 短 辺 40 cm、 深 さ 14 cm を 測る 。 遺 物 は 

須恵 器 高 採 が 出土 し て お り 、7 世紀 前 半 と 思わ れる 。 

SD49 調査 区 中 央 部 5 aー6 a 区 に 位置 する 溝 で ある 。 幅 約 70 cm、 深 さ 18 cm を 測る 。 遺物 は 土師 器 ・ 

製塩 土器 が 出土 し て いる 。 製 塩 土器 は 丸 底 IV 式 の 薄い タイ プ で ある こと か ら 8 世紀 前 半 と 思わ れる 。 

P 154 調査 区 南部 9 a 区 に 位置 する 小穴 で ある 。 長 辺 60 cm、 短 辺 40 cm、 深 さ 14 cm を 測る 。 遺 物 は 

須恵 器 高 捧 が 出土 し て お り 、7 世紀 前 半 と 思わ れる 。 

第 3 面 

SD 71・180 調査 区 北端 部 1a 3 a 区 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 で ある 。SD 180 は 幅 約 7.0 m、 深 

さ 約 60cm、SD 71 は 幅 70 cm、 深 さ 22 cm を 測る 。 遺 物 は 両者 と も 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 28 ー 31 が 

出土 し て いる 。 

[20 区 」 

調査 地 中 央 部 に 位置 する 東西 方 向 の 延長 195 mm の 排水 路 と 園 場 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 

1, 238 m。 

遺構 面 を 部 分 的 に 2 面 確認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 掘 立柱 建物 4 棟 (SB1ー4) 、 堅 穴 建 物 11 棟 

(SH1…ー11) 、 方 形 周 溝 募 2 基 (SZ1・2) 、 柱 烈 又は 棚 烈 状 の 遺構 ( SA1・2) 、 土 (S 

K 48) 、 溝 、 小 穴 な ど が ある 。 第 2 面 は 調査 区 西部 5 4T8c 区 に あり 、 溝 、 小 穴 が ある 。 

第 1 面 

SB1 調査 区 西部 7aー8 a 区 に 位置 する 側 柱 建物 で 南側 に の びる と 思わ れる 。 梁 行 3 間 3.8m) 、 

桁 行 2 間 以 上 3.8m) 以上 を 測る 。 約 1.0m 束 に 南北 方 向 の 桶 烈 状 の 遺構 SA 1 が ある 。 南北 3 間 (5.0 

m) 以上 を 測り 、 両 者 と も 遺物 が 出土 し て いな い が SK 43 と 関連 する と 思わ れ 、 弥 生 時 代 中 期 後 葉 が 

想定 され る 。 

SB2 調査 区 中 央 部 22 a22 b 区 に 位置 する 南北 方 向 の 側 柱 建 物 で ある 。 東 ・ 南 ・ 北 側 に 柱 列 状 の 

遺構 いふ A2 が 巡る 。 梁 行 2 間 3③.5m) 、 桁 2 間 (4.2 m) を 測る 。 

SB3 調査 区 東部 26 aー27 a 区 に 位置 する 東西 方 向 の 掘 立 柱 建 物 で 南方 向 に の びる 可能 性 が ある 。 

南北 1 間 (1.5 1.8m) 以上 、 東 西 3 間 (6.2m) を 測る 。 遺 物 は 土師 器 の 小片 が 出土 し て いる 。 

SB4 調査 区 東部 31b へ 32 b 区 に 位置 する 南西 へ 北東 方 向 の 側 柱 建 物 で ある 。 梁 行 1 間 (1.5m) 、 

桁 行 2 間 ②.75 へ 2.9m) を 測り 、 遺 物 は 土師 器 の 小 片 が 出土 し て いる 。 SB 2 4 に つい て は 、 

詳細 な 年 代 を 決め る 遺物 が な い が 、 中 世 と 思わ れる 。 

SH1 調査 区 西部 13 b へ 14 b に 位置 する 隅 丸 方 形 の 堅 穴 建物 で ある 。 隣 接する 方 形 周 溝 募 S Z 1 の 

溝 SD 74・221 を 切る 。 調査 対象 外 で あっ た が 、 耕 作 土 直下 が 遺構 面 と な り 、 遺 構 が 露出 し た 形 と な っ 

て いた た め 、 平 面 の 検出 作業 と 写真 撮影 を 行っ た 後 、 設 計 変更 の 上 盛土 保存 を 行っ た 。 規 模 は 東西 4.3 

m、 南 北 4.1m を 測る 。 西 側 の 辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 3" E を 示す 。 遺 物 は 弥生 時 代 

終末 期 と 思わ れる 土器 35・36 が 出土 し て いる 。 

SH2 調査 区 西部 15 a4ー16 b 区 に 位置 する 円 形 の 堅 穴 建物 で ある 。 規 模 は 直径 6.1m、 深 さ 25 cm 

を 測り 、 主 柱 穴 は 6 本 と 思わ れる 。 中央 土塊 SK 133 の 他 に 西側 に 土 折 SKK 138、 西 半 部 に 周壁 溝 を 有 

する 。 遺 物 は 弥生 時 代 後 期 後半 へ 終 未 期 の 土器 37・38 が 出土 し て いる 。 

SH3 調査 区 中 央 部 19 aー21 b 区 に 位置 する 隅 丸 方 形 の 堅 穴 建物 で ある 。 規 模 は 東西 6.5 m、 南 北 

6.3 m、 深 さ 23 cm を 測る 。 主 柱 穴 は 4 本 で 中 央 土 折 と 思わ れる 炭化 物 を 含む 土 垢 状 の 遺構 が 中 央 部 付 

日
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近 に 複数 存在 

向 を 示す 。 遺 

uc エー 調査 

物 は 弥生 時 代 終 末期 の 土器 39・40 が 出土 し て いる 。 

する (SK 207 へ 209・216) 。 西 側 の 辺 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 21" EE 方 

穴 建 物 SHH 6 

きた 。 遺 物 は 弥生 時 代 後 

区 中 央 部 北 寄 り 21 c 一 23 d 区 に 位置 する 隅 丸 方 形 の 堅 穴 建物 で ある 。 | 

物 SH6 を 切る 。 

SH5 調査 

を 半 む 形 で 4 

区 中 央 部 北 寄 り 20c~2 d 区 に 位置 する 円 形 の 堅 穴 建物 で 北側 に の びる 。 南 側 に ある 堅 

を 切る 。 規 模 は 直径 5.8mm 以 上 、 深 さ 36 cm を 測り 、 主 柱 穴 と 思わ れる 小穴 が 1 基 確 認 で 

期 後半 へ 終 未 期 と 思わ れる の 土器 41 が 出土 し て いる 。 

方 位 は 座標 北 に 対 

SH6 調査 

5 側 に ある 堅 穴 建 

規模 は 東西 6.4m、 南 北 5.6m 以 上 、 深 さ 25 cm を 測る 。 主 柱 穴 は 中 央 土 撤 SK 206 

基 配 置 さ れ て いる が 、 南 北 3.5 和 m に 対し て 、 東 西 が 1.3 mm と 短い 。 東側 の 辺 を 基準 と し た 

し て 、N 20" 下方 向 を 示す 。 遺 物 は 弥生 時 代 終 示 期 の 土器 42 44 が 出土 し て いる 。 

区 中 央 部 北 寄 り 21 bー22 c 区 に 位置 する 円 形 の 違 穴 建 物 で ある 。 北 側が 堅 穴 建物 S 日 

4・5 に 切ら れる 。 規 模 は 直径 約 5.9 m、 深 さ 18 cm に 復元 され る 。 主 柱 穴 は 7 本 程度 が 想定 され 、S 

K 193 が 中 央 土塊 と 思わ れる 。 遺物 は 弥生 時 代 中 期 後 菜 の 土 器 45・46、 石 伯 な ど が 出土 し て いる 。 

SH7 調査 

北 5.4m 以 上 、 

遺物 は 弥生 時 

区 中 央 部 北 寄 り 24 bー24 d 区 に 位置 する 隅 丸 方 形 の 堅 穴 建物 で 束 側 に の びる 。 規模 は 南 

深 さ 63 cm を 測る 。 西側 の 辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て 、N 18" EE 方 向 を 示す 。 

で 終末 期 の 土器 47 49 が 出土 し て いる 。 

SHS8 調 年
 区 中 央 部 24 aー25 a 区 に 位置 する 隅 丸 方 形 の 堅 穴 建物 で 南側 に の びる 。 規模 は 東西 

4.9 m 以 上 、 深 さ 20 cm を 測り 、 北 側 に 周壁 溝 を 有する 。 北側 の 辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て 

N 70" W を 示す 。 遺 物 は 弥生 時 代 終 未 期 と 思わ れる 土器 50 一 52 が 出土 し て いる 。 

SH 9 調査 区 東部 26 aー27 a 区 に 位置 する 円 用 の 堅 穴 建物 で 北側 に の びる 。 規模 は 直径 8.3 m、 浴 

さ 32 cm を 測る が 、 北 壁面 や 主 柱 穴 の 位置 か ら 、 わ ず か に 東 に 移動 し て 建て 替え が 推測 され る (SH 9 

A つ っ 9B) 。 SK 304 が 中 央 土塊 で あり 、 弥 生 時 代 終 末期 の 土器 53・54 が 出土 し て いる 。 

SH10 調査 区 東部 30bー31b 区 に 位置 する 堅 穴 建物 と 思わ れ 、 北 西側 に の びる 。 規模 は 南北 6.1 

m 以 上 、 深 さ 

し た 方 位 は 座標 北 に 対し て 、N 39" E を 示す 。 弥生 時 代 後 期 後 葉 ご 終 未 期 と 思 

いる 。 

エー 

SK 282 が 認め られ る 。 東 

思わ れる 土器 

SZ1 (SD 

規模 は 東西 9. 

遺物 は 周 溝 か 

D 219・220) 

SK 43 

深 さ 40cm を 油 

調査 区 東部 31 aー32 a 区 に 位置 する や や 人 歪ん だ 隅 丸 の 台形 を な す 

模 は 東西 4.7m、 南 北 3.4 へ 3.9m、 深 さ 15 cm を 測る 。 主 柱 穴 は 2 本 と 思わ れ 、 中 央 土 

辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て 、N 5" E を 示す 。 弥生 

調査 区 西部 7aー7b 区 に 位置 する 椿 円 形 の 土塊 で ある 。 規 】 

24 cm を 測り 、 主 柱 穴 が 2 基 と 中 央 土塊 と 思わ れる SK 275 が 認め られ る 。 東 辺 を 基準 と 

われ る 土器 が 出土 し て 

葉 穴 建物 と 思わ れる 。 規 

55 が 出土 し て いる 。 

73・74・75・221) 調査 区 西部 12 aー14 b 区 に 位置 する 方 形 周 溝 募 で 北 

錠 と 思わ れる 

時 代 終 末期 と 

則 に の びる 。 

3m、 責 北 7.5m を 測り 、 南 の 辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 61' E 方 向 を 示す 。 

ら 弥 生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 56 ー59 が 出土 し て いる 。 さら に 北側 に 隣接 し て 溝 状 の 遺構 (S 

が あり 、 周 溝 間 と な る 可能 性 が 高い (SZ22) 。 

英 は 南北 2.6 m、 東 西 1.6 m、 

る 。 遺物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 60 66 な ど が 大 量 に 出土 し て いる 。 先述 し た SB 1・ 

SA 1 と 関連 する と 考え られ る 。 

SK 186 調査 区 中 央 部 21 a 区 に 位置 する 土質 で ある 。 規 模 は 東西 93 cm、 南 北 1.4m、 深 さ 26 cm を 

測る 。 遺 物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 が 出土 し て いる 。 



SK 242 調査 区 東部 33 a 区 に 位置 する 土塊 で ある 。 規 模 は 長 辺 67 cm、 短 辺 60 cm、 深 さ 26 cm を 測る 。 

遺物 は 弥生 時 代 中 期 後 菜 の 土 器 が 出土 し て いる 。 

SK 329 調査 区 東端 38 a 区 に 位置 する 土 撤 で ある 。 規模 は 長 辺 1.06m、 短 辺 70cm、 深 さ 30cm を 測る 。 

遺物 は 弥生 
[21 区 」 

時 代 中 期 後 葉 の 土器 が 出土 し て いる 。 

調査 区 南部 に 位置 する 東西 方 向 の 排水 路 部 分 (延長 約 145 m) の 調査 区 で 、 標 高 17.73 18.77 m を 

測る 。 調 査 面積 622.2 mm。 

遺構 面 を 3 面 確 認 し た 。 第 1 面 は 中 世 の 遺 構 面 で 溝 (SD 5・SD 83) な ど が 中 心 と な る 。 居住 域 

を 示す 遺構 は 認め られ な い 。 平面 で 検出 で きた 遺構 は 1 aー20 a 区 周辺 まで で ある 。 第 2 面 の 遺構 は 、 

調査 区 全域 に ひろがり 、 古 代 の 遺構 が 中 心 と な る 。2 aー17 a 区 周辺 は 同一 面 で 古代 ・ 弥 生 時 代 の 遺 

構 が 確認 で きた 。 堅 穴 建 物 1 棟 (SH1) 、 掘 立柱 建物 13 棟 (SB113) 、 柱 列 1 列 (SA1) 、 

土 折 (SK 48・106・243) 、 溝 (SD 62) 、 大 型 の 土 状 の 遺構 (SX14D) 、 小 穴 な ど が あり 、 居 

住 城 で あっ た と 考え られ る 。 第 3 面 の 遺構 は 17a 一 29 a 区 周辺 に 広がる 弥生 時 代 の 遺構 面 で ある 。 堅 

穴 建 物 1 棟 (S 提 2) 、 土 撤 、 溝 (SD 189) 、 答 み 状 の 遺構 (SX 400) 、 小 穴 (P 417) な ど が ある 。 

第 1 面 

SD 5 

で ある 。 

SD 83 調査 

調査 区 東 半 部 3a14 a 区 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 で ある 。 規 模 は 幅 約 1.0 m、 深 さ 約 55 cm 

を 測る 。 遺 物 は 土師 器 、 和 須恵 器 、 製 塩 土器 、 瓦 器 、 瓦 、 黒 色 土 器 な ど が 出土 し て いる が 、 い ずれ も 小片 

13 紀 と 思わ れる 。 

区 中 央 部 11 a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 溝 で 北側 に の びる 。 先 の SD 5 に 直行 する 形 で 位 

置 す る 。 規 模 は 幅 約 50 cm、 深 さ 23 cm を 測る 。 遣 物 は 土師 器 、 拓 恵 器 、 製 塩 土 器 が 出土 し て お り 、SD 

5 と 同時 期 と ! 

第 2 面 

SB1 調査 

思わ れる 。 須恵 器 の 中 に 動物 の 顔 が 表現 され た 土器 128 が 含ま れ て いた 。 

区 東端 部 14・2bー18 区 1a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 側 柱 建物 と 思わ れる 。 建 物 の 歪 

み が 大 きく 、 規 模 は 染 行 2 間 (4.6m) 、 桁 行 3 間 (6.1m) 程度 を 測る 。P 5 -18 を 基準 と し た 方 位 

は 座標 北 に 対 

SB2 調査 

し て N 10.5" E を 示す 。 

区 東端 部 142a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 側 柱 建物 と 思わ れ 南 側 に の びる 。 規模 は 

当行 2 間 (4.4m) 、 桁 行 2 間 (3.8m) 以上 を 測り 、P 65-15 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て 

N 4.5" 到 を 示す 。 

SB3 調査 区 東端 部 1a4ー2 a 区 に 位置 する 側 柱 建 物 と 思わ れ 南 側 に の びる 。 規模 は 梁 行 2 間 (4.0 

m) 、 桁 行 2 聞 45 m) 以上 を 測り 、P 38-13 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 8*" E を 示す 。 

上 記 3 棟 の 建物 か ら は 土師 質 の 土器 語 が 中 心 に 出土 し て いる が 、 い ずれ も 小片 で 年 代 は 決め に くい も 

の の 、 切 り 合 いな どか ら SB1 (7 世紀 後半 ) SB 3 (8 世紀 初頭 ) 一 SB2 (8 世紀 前 半 ) の 前 後 

関係 が 想定 され る 。 

SB4・SA 1 調査 区 東部 に 位置 する 東西 方 向 の 側 柱 建 物 と 思わ れ 北 側 に の びる 。 規模 は 東西 4 間 

(7.4m) 、 東 西 1 間 (2.25 m) 以上 を 測り 、P 306-73 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 1.5* 

W を 示す 。 遺 物 は 土師 器 の 小片 が 出土 し て いる 。1.5 m 東 側 に は 南北 方 向 の 柱 列 状 の 遺構 (SA1) が 

ある 。 PP 60-54 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 を 示す 。 遺 物 は 須恵 器 搾 な ど 出 土 し て お り 、 8 世紀 前 半 と 思 

われ 、SB 4 と と も に 同時 期 と 思わ れる 。
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SB5・6 SB5 は 調査 区 東 半 部 11 aー12 b 区 に 位置 する 南北 方 向 の 側 柱 建 物 で 南側 に の びる 。 規 

模 は 染 行 2 間 5m) 桁 行 1 間 (1.95 2.0m) 以上 を 測る 。P 150-136 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 

を 示す 。 SB 6 は 調査 区 東 半 部 12 a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建物 で 北側 に の びる と 思わ れる 。 規模 は 数 行 

2 章 (3.5m) 、 桁 行 1 間 以上 を 測る 。 先 の SB 5 と は 3m の 間隔 を 有 し 柱 筋 が 通る 。P 135-142 を 基 

準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 87.5*" W を 示す 。 遺 物 は 土師 質 の 小片 が 出土 し て いる 。 い ずれ も 奈 

良 時 代 と 思わ れる 。 

SB7 調査 区 中 央 部 16 a18 a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 側 柱 建物 で 北側 に の びる 。 規 模 は 当行 2 間 

(4.75 m) 、 桁 行間 (2.8m) 以上 を 測り 、P 181-184 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 2.5" 

W を 示す 。 遺 物 は 須恵 器 67 70 な ど が 出土 し て いる 。 

SB8 調査 区 中 央 部 17 aー18 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 北側 に の びる と 思わ れる 。 規模 は 数 行 2 

間 (4.3m) 、 桁 行 1 間 以 上 を 測る 。P 209-203 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 86" EE を 測る 。 遺 

物 は 須恵 器 71・72、 土 師 器 73、 製 塩 土器 74・75 が 出土 し て いる 。 

SB9 調査 区 中 央 部 19 aー20 a 区 に 位置 する 側 柱 建物 で 北側 に の びる 。 規模 は 梁 行 2 間 3.8m) 、 

桁 行 1 聞 (1.8m) 以上 の 側 柱 建 物 で ある 。P 218-222 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 5" EE を 

示す 。 

SB 10 調査 区 中 央 部 16 aー17 a 区 に 位置 する 東西 方 向 と 思わ れる 掘 立柱 建物 で 東 ・ 北 側 に の びる 。 

規模 は 梁 行 1 間 以 上 、 桁 行 3 間 (5.25 m) 以上 を 測る 。P 188-176 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し 

N 88" EE を 示す 。 

SB11 調査 区 西部 23aー24 a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 北側 に の びる 。 規模 は 梁 行 2 間 (3.85 m) 、 

桁 行 1 間 (1.65 1.8m) 以上 を 測る 側 柱 建物 で ある 。P 248-252 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 を 示す 。 

P 248・250・252 に は 根 石 、P 299 に は 柱 材 が 残っ て いた 。 遺物 は 須恵 器 76 な ど が 出土 し て いる 。 

SB12 調査 区 中 央 部 17 aー18 a 区 に 位置 する 側 柱 建物 で 南側 に の びる 。 規模 は 梁 行 2 間 ③85m) 、 

桁 行 1 間 (2.25 m) 以上 を 測る 側 柱 建 物 で ある 。P 183-186 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 を 示す 。P 186 

に 柱 材 が 残っ て いた 。 

SB 13 調査 区 中 央 部 17 aー18 a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 北側 に の びる と 思わ れる 。 規 模 は 梁 行 

2 聞 (4.35 m) 、 桁 行 1 聞 以 上 を 測る 。P 212-301 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 80" EE を 示す 。 

P 204 に 柱 材 が 残っ て いた 。 遺物 は 須恵 器 77 ー 79 な ど が 出土 し て いる 。 

SK 106 調査 区 東部 13 a 区 に 位置 する 北側 に の びる 土質 で ある 。 幅 3.1m、 深 さ 40 cm を 測り 、 責 

側が 浅く 、 北 側が 深い 。 遺 物 は 須恵 器 84 93、 土 師 器 94 ー 105・109 ご 115、 製 塩 土 器 106 一 108・ 

116、 鉄 深 な ど が 大 量 に 出土 し て お り 、 奈 良 時代 前 半 と 考え られ る 。 製塩 土 器 と 土師 器 の 割合 が 高く 、 

遺物 の 遺存 状態 が 良好 な も の が 多い 。 土師 器 は 畿内 産 (系 ) 土師 器 の 割合 が 非常 に 高い の が 特徴 で ある 。 

SK 243 調査 区 西部 22 a 23 a 区 に 位置 する 南側 に の びる 土質 で ある 。 規模 は 残存 長 90cm、 幅 90cm、 

深 さ 20 cm を 測る 。 遺 物 は 須恵 器 80、 土 師 器 、 製 塩 土器 81・82 が 出土 し て お り 、 奈 良 時代 初 頭 と 考え 

られ る 。 

SK 249 調査 区 西部 23 a 区 に 位置 する 土 垢 で 南側 に の びる 。 規模 は 東西 1.0 m、 南 北 60 cm 以上 、 深 

さ 12 cm を 測る 。 遺 物 は 須恵 器 83 な ど が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 初 頭 と 考え られ る 。 

SD 62 調査 区 東部 7aー8a 区 に 位置 する 南西 へ 北 束 方 向 の 溝 で ある 。 規 模 は 最大 幅 1.02 m、 深 さ 

36 cm を 測り 、 溝 の 方 向 は 座標 北 に 対し て N 38.5" E を 示す 。 遺 物 は 土師 器 、 須 恵 器 、 製 塩 土器 な どの 
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に ニー の ーー 強 . イイ ダダ 
os ご oo ご 8 ご oo ご gg た ご 8 さき 

ノ へ 用 
= 区 

71us9? 72(U46? 73d346 ミュ mo 75E4i2 

76(u459 > ご Co も さと 79deo% 

いつ 、 ーー 

っ トト マ J 

80(us79> om 82cEa75) | | 

スス ニュ さと 
0 (の = デム ) 10cm 

67 16a… へ 18a SB7(16a…17a P181 一 段 下 げ ) 72 17a…18a SB8(17a…18a P203 一 段 下 げ ) 77 17a~…18a SB13(17a P301 掘 方 ) 
68 16a…18a SB7(16a…17a P181 柱 痕 ) 73 17a…18a SB8(18a P209 柱 痕 ) 78 17a…18a SB13(18a P204 半 掘 ) 
69 16a…18a SB7(17a…18a P198 掘 方 ) 74 17a…18a SB8(18a P209 一 段 下 げ ) 79 17a…18a SB13(18a P212 半 掘 ) 
70 16a~18a SB7(17a…18a P198 柱 療 ) 75 17a…18a SB8(18a P209 半 掘 ) 80… へ 82 22aー23a SK243 
71 17a…18a SB8(18a P206 一 段 下 げ ) 76 23a へ 24a SB11(23a P252 一 段 下 げ ) 83 23a SK249 

21 区 出土 遺物 1 

小 片 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 と 思わ れる 。 

SX 141 調査 区 中 央 部 14 aー15 a 区 に 位置 する 大 型 の 土 状 の 遺構 で 南北 方 向 に の びる 。 規 模 は 最 

大 幅 7.5 m、 深 さ 84 cm を 測り 、 北 側が 浅く 南側 が 深く な る 。 遺 物 は 須恵 器 117 121、 土 師 器 122 へ 

124、 製 塩 土器 125 へ 127 が 出土 し て お り 、 7 世紀 中 葉 頃 と 思わ れる 。 

SH1 4aー5a 区 に 位置 する 隅 丸 方 形 の 堅 穴 建物 で 、 南 側 に の びる 。 規模 は 東西 約 4m、 深 さ 約 

40 cm を 測り 、 主 柱 穴 は 4 本 と 思わ れる 。 東 側 の 辺 を 基準 と し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 12?* E を 示す 。 

遺物 は 弥生 時 代 終 未 期 の 覆 132・133、 東 阿波 型 土 器 134 な ど が 出土 し て いる 。 

SK48 6a 区 に 位置 する 円 形 の 土塊 で ある 。 規 模 は 長 辺 1.22 m、 短 辺 1.08 m、 深 さ 12 cm を 測る 。 

遺物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 135 へ 140 が 出土 し て いる 。 

第 3 面 

SH2 調査 区 中 央 部 17 aー18 a 区 に 位置 する 椿 円 形 の 堅 六 建物 で ある 。 第 2 面 と 3 面 の 境界 付近 に 

位置 し て いた た め 、 こ の 面 で 報告 する 。 規 模 は 東西 6.6 m、 南 北 は 少し 短い 5m 前 後に 復元 され 、 深 さ 

20 cm を 測る 。 主 柱 穴 は 5 本 程度 と 思わ れる 。 遺 物 は 中 央 土 折 と 思わ れる SK 231 か ら 弥 生 時 代 中 期 後 

葉 の 土器 141 が 出土 し て いる 。 

SD 189 調査 区 中 央 部 16 al17 a 区 に ある 南東 北西 方 向 の 溝 で ある 。 SH 2 同様 第 2 面 と 3 面 の 

境界 付近 に 位置 する 。 規模 は 幅 1.1m、 深 さ 12 cm を 測り 、 溝 の 方 向 は 座標 北 に 対し て N 35" W を 示す 。 
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117 へ 120・123ー へ 127 14a へ 15a SX141( 中 層 ) 
121・122 14aー15a SX141( 下 層 ) 

109… へ 116 13aSK106( 中 層 ) 

21 区 出土 遺物 3 
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22 区 平面 図 

遺物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 142 が 出土 し て いる 。 

SX 400 調査 区 西部 25 aー26 a 区 に 位置 する 遺構 で 北側 に 

の びる 。 規模 は 幅 4.4m、 深 さ 20 cm を 測る 。 当 初 円 形 の 堅 穴 

建物 と 思い 掘削 を 進め た が 、 柱 穴 や 中 央 土 孤 が 確認 で き な か っ 

た こと か ら 、 筐 み 状 の 遺構 と 判断 し た 。 遺 物 は 弥生 時 代 中 期 後 

葉 の 土器 が 出土 し て いる 。 

P 417 調査 区 北部 21la 区 に 位置 する 小穴 で ある 。 規模 は 直径 

約 50 cm、 深 さ 約 20 cm を 測り 、 遺 物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 

143 が 出土 し て いる 。 

[22 区] 

調査 地 南 部 に 位置 する 南北 方 向 の 排水 路 部 分 の 調査 区 で 、 標 

高 17.01 m を 測る 。 調 査 面 積 178 mr。 

居住 城 を 示す 遺構 は 少な く 、 溝 (SD 41・43) や 小 容 など 

が ある 。 

SD41 調査 区 1aー8 a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 溝 で ある 。 

規模 は 幅 約 60 cm、 深 さ 25 ご 40 cm を 測り 、 遺 物 は 土師 器 ・ 拓 

恵 器 の 小片 が 出土 し て お り 7 へ 8 世紀 と 思わ れる 。 SD 41 の 

中 央 東側 に は 18 へ 60 cm の 小穴 が 2 へ 5 基 を 単位 に 烈 状 に 並ぶ 

状況 が 認め られ る 。 一 部 は SD 41 を 切っ て お り 、SD 41 より 

新しい と 考え られ る 。 遺 物 は 土師 器 、 須 恵 器 の 小片 が 出土 し て 

お り 、 中 世 と 思わ れる 。 

SD 43 調査 区 北部 7aー8 a 区 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 で 

ある 。 規模 は 幅 1.16 m、 深 さ 0.5m を 測り 、 遺 物 は 弥生 時 代 

終末 期 の 土器 が 多量 に 出土 し て お り 、 正 内 式 土器 や 東 阿波 型 土 

器 が 含ま れる 。 

[23 区 ] 

調査 地 西部 に 位置 する 東西 方 向 の 排水 路 部 分 の 調査 区 で 、 標 

高 16.62 17.27 m を 測る 。 調 査 面積 279 m。 

調査 区 東 半 部 6 aー14 a 区 で は 遺構 面 を 3 面 確 認 し た 。22 

区 同様 生活 に 関連 する 遺構 は 少な く 、 第 1 面 で は 、 溝 (SD 8・ 

15) 、 土 撤 な ど が ある 。 第 2 面 で は 土質 (SK25) 、 溝 (SD 1・ 

2) 小穴 な ど 、 第 3 面 で は 小穴 や 独 み 状 の 遺構 な ど が ある 。 

第 1 面 

SD8・15 調査 区 東端 12 aー13 a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 

溝 で ある 。 規模 は SD 8 が 幅 38 63cm、 深 さ 約 3cm、SD 

19 が 51ー80cm、 深 さ 約 7 cm を 測る 。 遺物 は SD 8 が 土師 器 ( 摂 

津 C 型 羽 釜 ) 、SD 15 は 土師 器 、 須 恵 器 、 土 師 器 、 製 塩 土 器 

が 出土 し て お り 、 共 に 平安 時 代 中 葉 と 思わ れる 。 
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第 3 面 

Ys38440 ーー 
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平面 図 23 区 
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第 2 面 

SK 25 調査 区 東部 、12 a 一 13 a 区 に 位置 する 土 折 で 北側 に の びる 。 規 模 は 幅 1.5 m、 深 さ 40 cm を 

測る 。 遺 物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 閥 、 符 、 高 搾 な ど が 出土 し て いる 。 

SD 1 

さ 15 cm を 測る 。 

SD2 調査 

測る 。 上 層 ・ 

代 中 期 の 遺物 が 

区 東部 10 

中 層 ・ 下 

遺物 は 弥生 時 代 終 未 期 と 思わ れる 遺物 が 出土 し て いる 。 

層 の 3 層 に 大 別 さ れ 、 上 層 は 7… へ 8 世紀 、 

出土 し て いる 。 中層 か ら 出 土 し た 遺物 に は 、 

中 

調査 区 西部 4aー5 a 区 に 位置 する 南西 北東 方 向 の 溝 で わずか に カー ブ す る 。 幅 90 cm、 深 

alla 区 に 位置 する 南北 方 向 の 溝 で ある 。 規 模 は 幅 約 6 m、 深 さ 約 1.4m を 

層 は 弥生 へ 古墳 時 代 、 下 層 は 弥生 時 

吉備 地域 と 思わ れる 導 が 含ま れる 。2017 

度 に 確認 し た 6 区 溝 10 の 続き と 考え られ る (『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 多 』 南 あわ じ 市 教育 委 

員 会 2028 年 3 
第 3 面 

小穴 や 浅い 窪み 状 の 遺構 が ある 。 中 期 以前 の 遺構 と 思わ れる が 、 

2. まとめ 

月 ) 。 

詳細 は 不明 で ある 。 

本 調査 に より 、 縄 文 ・ 弥 生 ・ 古 墳 ・ 飛 和 鳥 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 、 中 世 の 貴 構 ・ 遣 物 を 確認 する こと が で きた 。 

縄文 時 代 は 、 

いな い 。 

弥生 時 代 は 、 

期 後 葉 が 3 棟 、 

南西 部 を 除い て ほぼ 全域 

る 。 年代 的 に は 中 期 後 葉 と 後期 後 葉 終末 期 が 中 心 で 一 部 中 期 

後期 後 葉 一 終 未 期 が 15 棟 の 合計 18 棟 確 認 で きた 。 ま 

こ 広 が る 。 居住 城 は 『 

調査 地 北 西部 16 区 の 自然 流 路 か ら 後期 の 土器 が 出土 し て いる が 、 居 住 城 は 確認 で き て 

央 部 東部 に か け て 分 布 す る と 想定 され 

前 葉 の 遺物 が 認め られ る 。 堅 穴 建 物 は 中 

た 中 期 後 葉 の 方 形 周 溝 募 が 2 基 確 

訟 で きた こと は 大 き な 成 果 と いえ よう 。 2017 年 度 の 円 形 周 溝 募 1 基 と 2014 年 度 の 確認 調査 時 (No. 208) 

の 

飛鳥 奈良 時 

群 に つい て 、 出 ゴ 

つっ SB7・L (THT 

a…ー12 b 区 に 位置 する SB5・6 

1 基 と 合わ せ て 合計 4 基 と な り 、 

内 地域 か ら の 搬入 土器 が 認め られ る こと か ら 、 三 原平 野 の 5 

居住 城 と 募 域 を 有する 集落 で ある こと や 終末 期 に は 阿波 ・ 

P 心 集落 の 一 つと 評価 され よう 。 

吉備 ・ 河 

の 遺構 は 調査 地 南東 部 17・21 区 周辺 を 中 心 に 分 布 す る 。21 区 中 央 部 に 展開 する 建物 

上 遺物 が 小 后 で 今後 検討 の 余地 も ある と 思う が 、SB13 つ SB8・10([ 

期 : 飛 鳥 IVYー 平 城 {・T) SB 9・12 ( 血 期 : 奈 B 

は 

期 : 飛 鳥 革 ・ 箇 ) 

前 葉 ) と いっ た 変遷 が 想定 され る (11 

又は 和 還 期 ) 。 ま た これ ら 建 物 群 は 2017 年 度 に 確認 し た 3 区 の 倉 

庫 群 (『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 多 』 南 あわ じ 市 教育 員 会 2023 年 ) と は 一 定 の 距離 を 保ち つつ 

南北 方 向 を 意識 し た 柱 筋 を 揃え た 規則 的 な 配置 で ある こと が 指摘 で きる 。 こ れ か ら の 建物 群 に は 遺物 の 

廃棄 土 折 と 思わ れる 遺構 が それ ぞ れ 存在 する (SX141 : IT 期 、SK 106: IT ・ 自 期 ) 。 特 に 後者 の ・ 

和 還 期 に 該当 する SK 106 か ら は 比較 的 まとまっ て 畿内 産 (系 ) 土師 器 が 出土 し て お り 、 こ れ ま で 市 内 で 

確認 され て いる 資料 の 回 転 台 土 師 器 ( 在 地 産 ) と 表 内 産 (系 ) 土師 器 と の 割合 が 大 きく 異な り 注意 され 

る 。 これ ら の こと か ら 明 確 な 礁 や 墨書 土器 な ど 文 字 関連 資料 は 認め られ な いも の の 、 遺 跡 の 立地 な ど を 

考慮 する と 三原 郡 衝 域 の 一 部 を 確認 し た 可能 性 が ある 。 

! 世 に つい て は 、 部 分 的 に 12 へ 14 世紀 頃 の 集落 が 存在 する と 考え られ る 。 (坂口 )



2. 門 の 上 遺跡 ・ 南 平 遺跡 - 2 次 調査 - 

所 在 地 志 知 志 知 北 字 大 床 ・ 

志 知 南 字 北浦 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 ( 庁 田 地区 ) 

担当 者 山崎 裕司 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 30 年 5 月 22 日 6 月 12 日 、 人 

調査 面積 eoBE (2X2m17 ヶ ) 調査 の 位置 

1. 調査 内 容 

調査 地 は 三原 平野 北西 部 に 位置 し 、 南 辺 寺山 塊 山 裾 の 高低 差 の 大 き な 丘 陵 部 と 、 大 日 川 支 流 新川 周辺 

の 低 平 な 平野 部 か ら な る 。 平野 部 に は N 30" E の 条 里 型 地 割 が 見 られ る 。 

志 知 北 と 志 知 南 を 含む 片田 地区 で 行わ れる 県 営 周 場 整 備 事業 に 伴い 、 前 年 度 か ら 確 認 調 査 を 実施 し て 

お り 、 今 年 度 は 門 の 上 ・ 南 平 遺跡 の 範囲 に つい て 、 より 詳細 な デー タ を 得る た め に 調査 区 の 追加 を 行っ た 。 

No.175 4 層 か ら 少 量 で ある が 、 鎌 倉 時 代 頃 と 思わ れる 土師 器 皿 1 や 青磁 塊 片 等 が 出土 し た 。 

No.177 時 間 的 な 制約 か ら 遺 構 24 に つい て は 部 分 的 な 掘削 に 留め た が 、 人 遺構 2 か ら は 土師 器 皿 2 と 

須恵 器 皿 3 が 重なっ て 出土 し た 。 土師 器 皿 は 口径 11.5 cm、 和 須恵 器 皿 は 口径 14.0 cm で 13 世紀 中 後 葉 

頃 と 推定 され る 。 遺 構 5 か ら は 土師 器 小皿 4 が 出土 し て お り 、 遺 構 2 と 同時 期 と 思わ れる 。 遺構 4 か ら 

は 平 瓦 片 が 出土 し て いる 。2ー3 層 か ら は 、 和 須恵 器 皿 5・6 ・ 土 師 器 7 ・ 土 師 器 小皿 8・9 ・ 東 播 系 須 

恵 器 鉢 10・ 輪 入 陶磁 器 11 等 が 出土 し て お り 、 こ の うち 須恵 器 皿 6 と 土師 器 皿 7 は 13 世紀 中 … 後 葉 頃 、 

須恵 器 皿 5 は 14 世紀 中 葉 15 世紀 前 葉 頃 、 土 師 器 小皿 8 は 14 世紀 中 葉 末 頃 、 土 師 器 小皿 9 は 15 世 

紀 初 頭 前 葉 頃 と 思わ れる 。 ( 『 秋 保 ノ カチ 遺跡 L』 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2014) 

No.178_3 へ 4 層 か ら 土 師 器 皿 12・13・ 土 師 器 小皿 14・ 白 磁 碗 15・ 東 播 系 須恵 器 鉢 16・ 備 前 焼 搬 鉢 

17 が 出土 し た 。 お よそ 13 世紀 代 の 13・14・15 と 14 世紀 以降 の 12・16・17 に 分 類 で きる 。 

No.184 4 層 か ら 、 土 師 器 皿 18・19・ 備 前 焼 枚 20・ 銭 種 不 明 の 銅 銭 一 枚 が 出土 し た 。 借 前 焼 格 20 は 口 

縁 部 を 折り 返し て 玉 縁 状 を 呈し て いる 。 い ずれ も 14 へ 15 世紀 代 で ある が 、 土 師 器 四 18 は 14 世紀 代 で 

19 は 18 より 後 出 する と 思わ れる 。 

2. まとめ 

No.175・177・178 は 門 の 上 遺跡 、No.184 は 南平 遺跡 の 範囲 に あたる 。 

門 の 上 遺跡 に つい て は 、 前 年 度 の 調査 も 含め て 考え る と 、 遺 跡 の 東側 は 12 世紀 13 世紀 前 半 頃 、 西 

側 は 13 世紀 中 葉 へ 15 世紀 頃 と 推定 され る 。 条 里 型 地 割 の 縁辺 部 に 位置 し 、 条 里 型 地 割 の 再開 発 に 伴い 

集落 が 成立 し た と 推定 され る 。 

南平 遺跡 に つい て は 、 出 土 遺跡 か ら 14 世紀 15 世紀 頃 の 遺跡 で ある こと が 明らか と な っ た 。 標高 

11 ご 14 m 付 近 に 広がる 段丘 端 に 位置 し 、 こ れ よ り 西 の 山側 か ら は 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 が 確認 で き な い こ 

と か ら 、 山 林 と 段丘 下 に 広がる 耕地 と の 境界 に 成立 し た 小 集落 と 推定 され る 。 (山崎 ) 
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3. 入 田 稲 荷 前 遺跡 - 3 次 調査 - 

所 在 地 八木 入 田 字 大 下田 外 

事 業 名 大 榎 列 古 長田 線 道 路 新 設 事 業 

担当 者 的 誠 薫 ・ 山 崎 裕司 

種 _ 別 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 30 年 6 月 1 日 へ 平成 831 年 2 月 18 日 

調査 面積 上 L 377.4mm (延べ 1.761.8 mm) 

調査 の 位置 

1. 調査 内 容 

入 田 稲荷 前 遺跡 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 三原 平野 北東 部 の 標高 22 へ 34 m を 測る 養 宜 川 の 右岸 、 河 

岸 段 丘 の 低位 段丘 面 に 広がる 遺跡 で ある 。 調査 地 の 北 端 で 養 宜 川 が 成 相 川 に 合流 し 、 周辺 に は 尋 畑 遺跡 ・ 

入 田 山 十 墳 群 ・ 上 八木 古墳 等 多く の 遺跡 が 周知 の 遺跡 と し て 包 蔵 され て いる 。 

本 調査 は 経営 体育 成 基 盤 促進 事業 と と も に 計画 され て いる 大 榎 列 古 長 田 線 市 道 新設 事業 に 伴っ て 行っ 

た 本 発掘 調査 で ある 。 平成 25 年 度 に 分 布 調査 を 行っ た 結果 、 広 範囲 に わた っ て 遺物 の 散布 が 認め られ 

た 。 地下 の 埋蔵 文化 財 の 有無 を 確認 する た め 、 平 成 28・29 年 度 に 遺跡 範囲 確認 調査 を 行い 、 縄文 (前 期 ・ 

! 期 ・ 後 期 ) ・ 弥 生 (中 期 前 葉 ・ 中 期 後 葉 ・ 後 期 終 未 期 ) ・ 飛 鳥 ・ 奈 良 ・ 平 安 初 頭 ・ 鎌 倉 時 代 の 遺跡 

で ある こと が わか っ た 。 こ の 調査 成果 を も と に 、 本 発掘 調査 を 実施 し 、 記 録 保 存する こと と な っ た 。 

調査 区 は 、 事 業 計画 に 沿っ て 幅 11 m で 設定 し 、 1 へ 10 区 まで は 東西 方 向 の 直線 、11 へ 25 区 は 緩 や 

か に 弧 を 描い て 南 に 曲がっ て 行く 。 調査 区 周辺 で は 園 場 整 備 に 伴う 本 発掘 調査 が 行わ れ 、 道 路 の 北側 に 

沿っ て 排水 路 部 分 (水路 7 ・ 水 路 8) の 調査 を 行っ て いる 。 

間
 

. 0 (S=1/2.000) 50m 

調査 区 設定 図 

35



調査 の 結果 、 弥 生 時 代 の 堅 穴 住居 3 棟 、 飛 和 鳥 時 代 の 掘 立柱 建物 7 棟 (建物 23 29) 、 中 世 の 掘 立柱 

建物 22 棟 (建物 1 22) の ほか 、 溝 や 土塊 な ど を 確認 し た 。 遺 構 の 検出 は 、 後 世 の 田 園 の 造成 な ど に 

よっ て 削 平 を 受け て お り 、11 へ 18 区 に か け て の み 2 面 調査 を 行う こと が で きた 。 

基本 層 序 と し て 、 黄 褐色 系 粘 砂 質 土 ( 床 土 ) つ 褐 灰色 系 粘 砂 質 土 (包含 層 ①) つつ 黒 褐色 系 粘 質 土 ( 包 

含 層 ②) ご 黄 褐 色 系 粘 質 土 、 ま た は 磁 混 黄 褐色 黒褐色 系 粘 質 土 ( 地 山 ) と な る 。11 区 へ 18 区 で は 包 

含 層 ② 上 面 を 第 1 遺構 面 と し て 中 世 の 遺 構 を 確認 で きた が 、 そ の 他 の 地区 で は 包含 層 ② が 後世 の 削 平 な 

ど に よっ て 堆積 が 確認 され ず 、 地 山 で 全て の 時 代 の 遺構 を 確認 し て いる 。 2 面 調査 を 行っ た 11 へ 18 区 

で は 、 弥生 時 代 ー 古 代 の 遺構 を 地 山 で 確認 し た 。 以 下 、 主 な 遺構 に つい て 述べ る 。 

堅 穴 住居 1 直径 9.95 10.0m の 円 形 を 呈す る 大 型 住 居 で 、 水 路 7 に 続く 。 周 溝 は な く 、 中 央 土 志 と 

主 柱 穴 と 考え られ る 10 へ 11 基 の 浅い 遺構 を 確認 し た 。 住 居 の 深度 は 約 0.45 m で 、 埋 士 は レン ズ 状 に 

堆積 し 、 大 きく 3 層 に 大 別 で きる 。 上 層 は 灰 黄 褐 色 砂 質 土 、 中 層 は 黒褐色 細 砂 質 土 (下部 に 多く 礎 を 含 

お む お) 、 下 層 は に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土 で 礎 が 多く 含ま れ て いた 。 床 面 に は 不定 形 な 和 被 熱 痕 を 数 ヶ所 確認 し た 

が 、 中 天 土 撤 は 鉄器 や 鋳造 に 関連 する 遺物 の 出土 は な く 、 鍛 冶 を 行っ て いた と いう 確定 的 な 証拠 は 見 つ 

か ら な か っ た 。 

床 面 か ら は 両面 に 使用 痕 の ある 32 X 24 cm 大 の 粒度 の 細か い 砥 石 1 が 出土 し て いる 。 検出 面 (A 面 ) 

に は 、 断 面 が 浅い 皿 状 で 幅 4 ご 6 cm の 筋 痕 が 3 カ所 と 玉 磨 き 用 と 思わ れる 幅 1 cm の 使用 痕 が 1 筋 確 認 で 

きる 。 裏面 (B 面 ) に は 幅 3ー6 cm の 同様 の 筋 痕 が 5 カ所 と 側面 に は 金属 製品 に よる 7 本 の 条 痕 が 見 ら 

れる 。 

住居 埋 士 か ら は 弥生 時 代 後 期末 終末 期 を 中 心 と し て 弥生 土器 2・3、 中 央 土塊 か ら は 4 が 出土 し た 。 

堅 穴 住居 3 15 16 区 に 位置 する 直径 6.7ー7.1m、 深 さ 0.3 m の 円 形 住居 で ある 。 中 央 土塊 と 5 基 

の 主 柱 穴 、 部 分 的 に 周 溝 を 確認 し た 。 床 面 に は 炭化 し た 木材 を 放射 状 に 検出 し た こと か ら 、 焼 失 住居 と 

考え られ る 。 

住居 埋 士 か ら は 長 さ 0.8 cm の グリ ー ン タフ 製 と 思わ れる 管 玉 5 や 弥生 時 代 後 期 後半 へ 終 未 期 を 中 心 と 

し て 弥生 土器 6 9 が 出土 し た 。 

堅 穴 住居 4 _ 18 へ 19 区 に 位置 する 復元 直径 8.2 8.4 mm の 円 形 住 居 で ある 。 住 居 埋 士 が 地 山 と 酷似 し 

て いた た め 、 西 半分 は 検出 で き な か っ た 。 直径 1.0m の 中 央 土 坂 と 主 柱 穴 を 7 基 検 出し た が 、 本 来 な 

ら 10 基 程 度 で あっ た と 推測 され る 。 検 出 面 で は 広範 囲 に 焼 土 を 確認 し た が 、 住 居 内 で の 被 熱 な の か は 

不明 で ある 。 

建物 1 数 間 2 間 以 上 X 桁 行 2 間 以 上 の 側 柱 建 物 で 、 調 査 区 外 に 続く 。 1 間 の 柱 間 は 2.0 m で ある 。 

北側 梁 間 の 方 位 は N83.7" BE を 示す 。2m 北 側 に は 建物 に 平行 し た 桶 列 1 が あり 、 こ の 建物 に 付随 する 

も の と 考え られ る 。 

建物 2 数 間 2 間 (2.8m) X 桁 行 1 間 以上 の 建物 で 、 調 査 区 外 に 続く 。 1 間 の 柱 問 は 1.4 m で 、 西 側 

に は 柱 問 が 狭い 柱 穴 が ある こと か ら 、 底 付き の 建物 と 考え られ る 。 北側 梁 間 の 方 位 は N73.9 FE を 示す 。 

建物 3 四面 比 の 総 柱 建 物 で 、 身 舎 部 分 は 梁 間 2 間 (4.0m) X 桁 行 3 問 6.6m) 、1 間 の 柱 問 は 梁 

間 が 2.0m、 桁 行 が 17ー2.8m で ある 。 底部 分 も 合わ せる と 梁 間 5.6mx 桁 行 8.1m で あり 、 面 積 

は 45.36 各 と 調査 区 の 中 世 建 物 の 中 で 一 番 敷地 面積 が 大 きい 。 南 側 桁 行 の 方 位 は N69. 和 E を 示す 。 

柱 穴 29 か ら 土 師 器 小 皿 10、 柱 穴 42 か ら 須 恵 器 皿 11、 柱 穴 148 か ら 土 師 器 小皿 12 が 出土 し て お り 、 

14 世紀 頃 と 推定 され る 。 
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建物 4 2 間 (42m) X2 間 (4.3m) の 建物 で ある が 、 南 側 の 中 央 の 柱 を 確認 で き な か っ た 。 1 間 

の 柱 問 は 2.1 へ 2.2 m で ある 。 西 側 柱 筋 の 方 位 は N15.5” W を 示す 。 

柱 穴 80 か ら 土 師 器 皿 13 と 須恵 器 皿 14、 柱 穴 81 か ら 須 恵 器 皿 15 と 土師 器 小 皿 16 が 出土 し て お り 、 

14 世紀 頃 と 推定 され る 。 柱 穴 73 か ら は 針 連 弁 文 青 磁 碗 17 が 出土 し て いる 。 

建物 5 染 間 3 間 (⑥@4m) X 桁 行 4 間 《7.0m) の 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 梁 間 が 17 へ 2.8m、 桁 行 

が 1.0~2.3m で ある 。 建物 内 部 に は 間仕切 柱 と 考え られ る 柱 穴 が 見 られ る 。 建 物 3 の 柱 六 を 切っ て い 

る 。 西側 染 間 の 方 位 は N13.6” W を 示す 。 

柱 穴 58 か ら 青 磁 碗 18、 柱 穴 65 か ら 土 師 器 皿 19 が 出土 し て お り 、14 世紀 以降 と 推定 され る 。 

建物 6 水路 7 に 続く 梁 間 2 間 (北側 5.3m・ 南 側 44m) X 桁 行 4 癌 (西側 9.9 m・ 東 側 9.4 m) 

の 南側 の 梁 間 が 狭い 総 柱 建物 で 、 1 間 の 柱 間 は 梁 間 が 2.0 2.9 m、 桁 行 が 17 へ 2.9 m で ある 。 西 側 

桁 行 の 方 位 は N14.8" W を 示す 。 南 側 の 柱 は 溝 220 に よっ て 切ら れ て いる 。 

柱 穴 5 か ら 13 世紀 末 … 14 世紀 初頭 頃 と 思わ れる 瓦 器 塊 の 底部 20 が 出土 し て いる 。 

建物 7 梁 間 1 間 (2.6m) x 桁 行 2 間 (4.2 m) の 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 桁 行 が 2.0・2.2 m で ある 。 

北側 桁 行 の 方 位 は N75.1" E を 示す 。 

柱 穴 255 か ら 須 恵 器 皿 21、 柱 穴 227 か ら 土 師 器 皿 22 が 出土 し て お り 、13 世紀 代 と 思わ れる 。 

建物 8 梁 間 2 間 4m) X 析 行 2 間 (5.1m) の 水路 7 に 続く 側 柱 建 物 で 、1 間 の 柱 問 は 梁 間 が 1.3 

へ 2.1 m、 桁 行 が 2.4・2.7 m で ある 。 南側 桁 行 の 方 位 は N70.8"_E を 示す 。 

建物 9 梁 間 2 間 (西側 43m・ 東 側 48m) X 析 行 3 間 (北側 5.7m・ 南 側 5.9m) の 水路 7 に 

続く 総 柱 建 物 で 、1 間 の 柱 問 は 染 間 が 2.1 ご 2.4m、 桁 行 が 1.6 ご 2.1m で ある 。 北 側 桁 行 の 方 位 は 

N74.3" E を 示す 。 

建物 10 梁 間 1 間 (1.7m) X 桁 行 5 間 (1.0m) 以上 の 水路 7 に 続く 長 細い 建物 で 、 桁 行 の 1 間 の 

柱 問 は 、2.0 2.3 mm で ある 。 東 側 桁 行 の 方 位 は N17.1P_W を 示す 。 

建物 11 梁 間 2 間 (⑮.1m) x 桁 行 3 間 (6.8m) の 水路 7 に 続く 側 柱 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 梁 間 が 2.5・ 

2.6 m、 桁 行 が 2.2・2.8 m で ある 。 東側 桁 行 の 方 位 は N15.8" W を 示す 。 

建物 12 染 間 2 間 (4.0m) X 桁 行 3 間 《⑥3m) の 側 柱 建 物 で 、1 問 の 柱 問 は 梁 間 が 1.9 2.1mm、 

桁 行 が 1.9 ご 2.5 和 mm で ある 。 北側 桁 行 の 方 位 は N76.4 E を 示す 。 

建物 13 水路 7 に 続く 建物 と 推測 され る が 、 水 路 7 の 10 一 16 区 で は 遺構 を は ほとん ど 検 出 で き て いな 

いた め 、 全体 の 規模 は 不明 で ある 。 梁 間 2 間 (38m) X 析 行 2 間 以 上 の 側 柱 建 物 で 、1 間 の 柱 問 は 次 

間 が 1.5・2.3 m、 桁 行 が 1.4・1.7 m で ある 。 西側 桁 行 の 方 位 は N19.6" W を 示す 。 

建物 14 梁 問 2 間 (3.2m) x 桁 行 3 間 《⑥.1m) の 総 柱 建 物 で 、 西 側 に は 底 、 も し く は 軒 支柱 が 付 

く 。 1 間 の 柱 間 は 梁 間 が 1.6 m、 桁 行 が 両端 は 2.1m、 真 ん 中 が 1.9 m で ある 。 西 側 桁 行 の 方 位 は 

N11.3"” W を 示す 。 

建物 15 梁 間 2 間 (3.5m) X 桁 行 3 聞 (西側 4.5 和 m・ 東 側 4.8m) の 総 柱 建物 で 、 1 間 の 柱 問 は 深 

間 が 1.4ー1.9m、 桁 行 が 1.4 ご 1.7 m で ある 。 西 側 桁 行 の 方 位 は N9.7" W を 示す 。 

建物 16 梁 間 2 間 (西側 3.5m・ 東 側 3.83m) X 桁 行 2 間 (北側 4.6m・ 南 側 4.4 m) の 総 柱 建 物 で 、 

1 間 の 柱 間 は 梁 間 が 1.4 へ 1.7m、 格 行 が 1.6 1.8m で ある 。 東 側 梁 間 の 方 位 は N15.5" W を 示す 。 

建物 17 染 間 2 間 7m) X 桁 行 3 間 以 上 の 総 柱 建 物 で 、1 間 の 柱 間 は 梁 間 が 1.8・1.9m、 桁 行 が 2.7 

へ 3.4 m で ある 。 西 側 桁 行 の 方 位 は N18.8"_ W を 示す 。 
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柱 穴 550 か ら は 三 足 付き の 羽 釜 23・ 鍋 24、 柱 穴 469 か ら は 瓦 器 塊 25、 柱 穴 543 か ら は 須恵 器 皿 26・ 

土師 器 小皿 27 等 、18 世紀 頃 の 土器 が 出土 し て いる 。 

建物 18 梁 間 2 間 ③5m) X 桁 行 4 間 (6⑥.6m) の 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 衆 間 が 1.5 ご 2.0m、 桁 行 

は 北側 2 間 が 狭く 1.0 へ 1.2m、 南 側 2 間 は 2.2 m で ある 。 東側 桁 行 の 方 位 は N20.5" W を 示す 。 

柱 穴 511 の 掘り 方 の 境界 付近 か ら 、 蛇 紋 岩 製 紡 争 車 28 が 出土 し て いる 。 上面 の 直径 3.5 cm、 下 面 の 

直径 2.1cm、 厚 さ は 1.6 cm で ある 。 上面 に は 外縁 か ら 右 回 り の 横 歯 文 帯 放 左 回 り の 横 歯 文 帯 っ 9 連 の 2 

重 弧 文 と な る 。 2 重 弧 文 の 間 に は 終 行 欄 葉 文 が 充填 され て いる 。 下面 に は 放射 状 に 直線 文 が 施 文 され て 

いる 。 側面 に は 下 向 久 歯 文 帯 の 下 に 斜 行 覆 葉 文 帯 が 巡る 。 上 面 の 文様 は 弥生 時 代 終 未 期 に お ける 小形 偽 

製 鏡 の 文様 構成 を 模 し た か の よう に 見 える が 、 製 作 時 期 は 6 一 7 世紀 の 範 時 と 想定 され る こと か ら 、 周 

辺 か ら の 流れ 込み と 考え られ る 。 ま た 、 使 用 当時 の 削 痕 や 擦 痕 ・ 欠 けが 多く 見 られ る 。 こ の ほか に 柱 穴 

477 か ら は 瓦 器 塊 29・ 土 師 器 小皿 30 等 、13 世紀 頃 の 土器 が 出土 し て いる 。 

建物 19 染 間 2 間 ⑧5m) X 桁 行 2 問 (4.1m) の 総 柱 建物 で 、 1 間 の 柱 問 は 染 間 が 1.6 1.9m、 

桁 行 が 1.4・2.7m で ある 。 北 側 染 間 の 方 位 は N66.0" FE を 示す 。 

柱 穴 507 か ら は 瓦 器 塊 31 等 、13 世紀 頃 の 土器 が 出土 し て いる 。 

建物 20 1 間 以 上 X3 間 (6.8m) の 調査 区 外 に 続く 建物 と 推測 され る 。 1 問 の 柱 問 は 2.2 2.3 吉 

で ある 。 北側 柱 筋 の 方 位 は N79.27 E を 示す 。 

建物 21 1 間 以 上 X3 間 (5.3m) の 建物 で 、 調 査 区 外 に 続く 。 1 間 の 柱 問 は 1.7・1.9 mm で ある 。 北 

側 柱 筋 の 方 位 は N78.4 E を 示す 。 

建物 22 梁 間 2 間 3③2m) X 桁 行 3 間 (5.4m) の 総 柱 建 物 で 、1 間 の 柱 問 は 染 間 が 1.5・1.7 mm、 

桁 行 が 1.6 ご 2.0m で ある 。 南 側 桁 行 の 方 位 は N72.8" E を 示す 。 

柱 穴 672 か ら は 上 瓦 器 塊 32、 柱 穴 667 か ら は 土師 器 小 皿 33 等 、13 世紀 頃 の 土器 が 出土 し て いる 。 

建物 23 梁 間 1 間 (1.5m) X 桁 行 2 間 (36m) の 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 染 間 が 1.5 m、 桁 行 が 

1.8 m で ある 。 南側 桁 行 の 方 位 は N77. 6" E を 示す 。 

建物 24 梁 間 3 間 (6.9m) X 枯 行 3 間 (北側 8.7m・ 南 側 9.1m) の 排水 路 7 に 続く 側 柱 建 物 で 、 

1 間 の 柱 間 は 梁 間 の 中 央 が 2.5 mm で 両 脇 が 2.2 m、 桁 行 が 2.7ー 3.5 和 mm で ある 。 古 代 の 建物 の 中 で は 、 

ー 番 面積 が 大 きく 、61.41 m で ある 。 和 南側 桁 行 の 方 位 は N75.5" E を 示す 。 

建物 25 梁 間 2 間 (4.0m) X 桁 行 3 聞 (6.4m) の 建物 で 、1 間 の 柱 問 は 梁 間 が 2.0 m、 桁 行 の 中 央 

が 2.8m で 両 脇 が 1.8m で ある 。 東側 桁 行 の 方 位 は N15.2 W を 示す 。 柱 穴 の 規模 が 大 きく 、 深度 も 深い 。 

また 、 妻 柱 に 筋 を 揃え た 屋内 棟 持 柱 の 可能 性 が ある 柱 穴 を 確認 し た 。 こ の よう な 構造 の 建物 は 、 豪 族 居 

館 や 官 衝 建物 に 採用 され る こと が 多い 。 

柱 穴 8859 か ら は 須恵 器 杯 34 蓋 、 柱 穴 856 か ら は 須恵 器 杯 35 身 等 、7 世紀 の 須恵 器 と 多量 の 製塩 土器 

が 出土 し て いる 。 

建物 26 排水 路 7 に 位置 する 梁 間 1 間 (1.5m) X 析 行 2 間 (4.3 m) の 建物 で 、1 聞 の 柱 問 は 桁 行 が 

1.7・2.6 m で ある 。 北 側 桁 行 の 方 位 は N85.6" EE を 示す 。 

建物 27 梁 間 2 聞 (2.8m) X 桁 2 間 (北側 4.0 m・ 南 側 4.2m) の 排水 路 7 に 続く 側 柱 建物 で 、 

1 間 の 柱 問 は 梁 間 が 1.2 へ 1.6m、 桁 行 が 2.0・2.1m で ある 。 北 側 桁 行 の 方 位 は N85.9" W を 示す 。 

建物 28 梁 間 2 聞 ③8m) X 桁 行 3 間 と 推測 され る 側 柱 建物 で 、 1 間 の 柱 問 は 数 間 が 1.9 mm、 桁 行 

が 1.7… へ 2.0 m で ある 。 南 側 染 間 の 方 位 は N87.2" W を 示す 。 

に の



建物 29 染 間 1 間 (②2.5m) X 桁 行 1 間 ③2m) 以上 の 側 柱 建物 で ある 。 北側 梁 間 の 方 位 は N2.5" E 

を 示す 。 

柱 穴 164 か ら は 須恵 器 杯 36、 柱 穴 167 か ら は 須恵 器 蓋 37・ 須 恵 器 皿 38 等 、8 世紀 の 人 須恵 器 が 出土 し 

て いる 。 

土質 1 1ー2 区 に 位置 する 直径 0.66 0.74m、 深 さ 0.24 m の 円 形 の 土質 で ある 。 建 物 1 や 建物 2 

と 関係 する と 思わ れる 。 

埋 士 か ら 14 世紀 頃 と 思わ れる 土師 器 皿 39、 土 師 器 小皿 40 が 出土 し た 。 

十 党 ぃ 4ー5 区 に 位置 する 直径 0.820.9m、 深 さ 0.47 mm の 円 形 の 土塊 で ある 。 

埋 士 か ら 14 世紀 頃 と 思わ れる 古瀬 戸 鉢 41、 土 師 器 皿 42・43、 土 師 器 小皿 44・45、 古 銭 2 点 46 ( 皇 

宋 通 紳 1038 年 初 鋳 ) ・47 ( 元 祐 通 宴 1086 年 初 鋳 ) と 鉄製 鎌 48 等 が 出土 し た 。 鉄製 鎌 は 全長 16.5 cm で 、 

茎 部 の 先端 は 鍵 状 に 曲がっ て いる 。 鉄製 の 刃物 は 地 鎮 に 使用 され る 事例 が ある こと か ら 、 地 鎮 的 な 性 格 

の 遺構 と 考え られ る 。 ま た 土 撤 2 は 建物 3 の 北東 部 に 位置 し 、 市 内 の 上 和久 保 遺 跡 で も 身 舎 2X 3 間 で 

四面 紅 の 総 柱 建 物 の 北東 部 か ら 土 師 器 皿 ・ 土 師 器 小皿 が 出土 する 土 折 が 確認 され て お り 、 建 物 3 と 関係 

する 可能 性 が 高い 。 (『 上 久保 遺 跡 』 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2016) 

土 折 4 _ 34 区 に 位置 する 1 辺 約 2.5 m、 深 さ 0.4m の 方 形 土質 で ある 。 

埋 士 か ら 14 世紀 頃 と 思わ れる 土師 器 四 49・50、 土 師 器 小皿 51・52、 須 恵 器 皿 53、 須 恵 器 鉢 54・ 

55、 有 孔 土 舞 56、 消 石 製 温 石 57、 古 銭 ( 紹 聖 元 寄 1094 年 初 鋳 ) 等 が 出土 し た 。 

中 層 に は 炭 を 多く 含む 薄い 層 が 全体 に 広がっ て お り 、 焼 土 を 含む 。 市 内 で は 高萩 遺跡 で も 建物 と 関連 

し て 埋 土 に 焼 土 を 含み 、 古 銭 が 出土 し た 方 形 土 塊 の 例 が あり 、 隣 接する 建物 群 と 関係 する 祭礼 土 折 の 可 

能 性 が 高い 。 (高萩 遺跡 』 南あわじ 市 教育 委員 会 201D) 

土 撤 28 5 区 に 位置 する 直径 0.3ー0.54m、 深 さ 0.09 m の 小 土 撤 で 、 土 折 89 と 建物 4 の 柱 穴 を 切っ 

て いる 。 

埋 士 か ら 14 世紀 以降 と 思わ れる 土師 器 皿 58 が 出土 し た 。 

土 折 45_ 5 区 に 位置 する 直径 0.6 m、 深 さ 0.36 m の 円 形 の 土 折 で ある 。 

埋 士 か ら 14 世紀 以降 と 思わ れる 土師 器 小 皿 59 が 出土 し た 。 

土 折 74 4 区 に 位置 する 直径 0.360.38m、 深 さ 0.31m の 小 土 折 で ある 。 

埋 士 か ら 14 世紀 頃 と 思わ れる 土師 器 小皿 60 が 出土 し た 。 

土 垢 89 5 区 に 位置 する 小 土 近 で ある 。 土 折 28 に 切ら れ て いる 。 

埋 士 か ら 14 世紀 頃 と 思わ れる 土師 器 小皿 61、 土 師 器 皿 62 が 出土 し た 。 

十 党 に“ 3 区 に 位置 する 直径 0.23 m、 深 さ 0.1m の 小 土 折 で ある 。 

埋 士 か ら 13 世紀 末 … へ 14 世紀 初頭 頃 の 土師 器 小皿 63、 土 師 器 皿 64、 瓦 器 塊 65 が 出土 し た 。 

溝 220 5 へ 6 区 に 位置 する 幅 0.8 へ 1.2m の L 字 状 の 溝 で ある 。 深 さ に つい て 北東 端 は 浅い が 、 南 西 

部 は 0.34 mm と 深く な る 。 

埋 士 から 輸 入 陶 磁器 66、 土 師 器 小皿 67・68、 土 師 器 皿 69・70、 備 前 焼 鉢 71 等 、13 14 世紀 代 の 遺 

物 が 含ま れ て いた 。 

土 垢 228 6 区 に 位置 する 直径 0.380.45 m、 深 さ 0.6m の 小 土質 で ある 。 

埋 士 か ら 14 世紀 以降 と 思わ れる 土師 器 小 皿 72、 土 師 器 皿 73 が 出土 し た 。 

土質 250_ 6 区 に 位置 する 直径 0.835 0.52 m、 深 さ 0.51 m の 小 土 折 で ある 。 
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奈良

埋 士 か ら 14 世紀 頃 と 思わ れる 土師 器 皿 74、 須 上 恵 器 皿 75 が 出土 し た 。 

土 垢 278 5 区 に 位置 する 1.3X1.12m、 深 さ 0.44 m の 円 形 の 土塊 で ある 。 

15 世紀 頃 と 思わ れる 人 須恵 器 鉢 76、 砥 石 77 等 が 出土 し て いる 。 

中 層 に 薄い 上 炭 層 が 広がっ て お り 、 焼 土 を 含む 等 、 土 質 4 と 同じ よう な 状況 を 示し て いる こと か ら 、 隣 

接する 建物 群 と 関係 する 祭祀 土塊 の 可能 性 が 考え られ る 。 

十 党 Se。 13 区 に 位置 する 直径 0.18 へ 0.21m、 深 さ 0.27 m の 小 土質 で ある 。 

埋 士 か ら 13 世紀 頃 と 思わ れる 須恵 器 鉢 78 が 出土 し た 。 

土 撤 583 14 区 に 位置 する 直径 2.342.08m、 深 さ 0.28 m の 六角 形 に 近い 土 折 で ある 。 

埋 士 に は 直径 5 ご 20 cm 大 の 礎 を 多く 含み 、 人 為 的 に 投げ 込ま れ た も の と 考え られ る 。 焼 土 が 含ま れ 

る 。 礎 に 混じっ て 、 上 瓦 器 塊 79・80、 土 師 器 小皿 81、 土 師 器 皿 82 84、 和 須恵 器 皿 85 87、 刻 花 文 の 青 

磁 等 、13 世紀 を 中 心 と する 土器 が 出土 し 、 瓦 器 塊 は 13 世紀 で も 新しい 様相 を 示す 。 

焼 土 を 含む 等 か ら 、 隣 接する 建物 群 と 関係 する 祭礼 土質 の 可能 人 性 が 考え られ る 

十 党 る 14 区 に 位置 する 直径 0.2 0.26m、 深 さ 0.09 m の 小 土質 で ある 。 位 置 的 に 建物 22 と 関係 

する 可能 性 が 高い 。 

埋 士 か ら 14 世紀 頃 と 思わ れる 土師 質 羽 釜 88 が 出土 し た 。 

溝 9388・951 建物 2325 と 平行 に 走る 幅 2.2 4.0m、 深 さ 0.34m の 溝 で ある 。 

土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土 器 等 、 飛 鳥 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

溝 950 南東 か ら 北 西方 向 に 流れ る 幅 2.2 4.0m、 深 さ 0.66 m の 溝 で ある 。 

弥生 時 代 後 期末 終末 を 中 心 と する 遺物 89 へ 100 が 大 量 に 出土 し た 。 中 層 に は 弥生 時 代 終末 期 の 土 

器 、 下 層 に は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 が 含ま れ て いた 。 

2. まとめ 

本 発掘 調査 に よっ て 弥生 時 代 後期 へ 中世 の 遺 構 を 確認 し た 。 

[ 弥生 時 代 ] 

堅 穴 住居 を 3 棟 確 認 し た 。 緊 穴 住 居 1 ・ 3 か ら は 弥生 時 代 後期 後半 へ 終末 期 の 出土 遺物 が あり 、 堅 穴 

住居 4 も ほぼ 同時 期 と 思わ れる 。 堅 穴 住居 1 は 、 鐘 原 遺 跡 (復元 径 13 m) ・ 木 戸 原 遣 跡 (11.2 m) に 

次 ぐ 大 き さ の 円 形 住居 で ある 。 こ の よう な 大 型 住居 は 、 工 房 な ど と し て 使用 され る こと が 多く 、 床 面 の 

比熱 痕 か ら 鉄 器 工房 の 可能 性 も 考え られ た が 、 鉄 器 は 確認 で き な か っ た 。 1 区 の 調査 区 外 で は 、 長 さ 

1.7 cm・ 幅 1.1 cm の 右 肉 の 勾玉 101 を 採取 し て お り 、 堅 穴 住居 1 か ら 砥 石 が 出土 し て いる こと か ら 、 

関係 する 遺物 の 可能 性 が 高い 。 

溝 950 か ら は 堅 穴 住居 と 同時 期 の 遺物 の 他 、 弥 生 時 代 中 期 後 葉 の 遺物 も 出土 し て お り 、 近 辺 に この 時 

期 の 遺構 が 存在 する 可能 性 が 考え られ る 。 

[ 飛鳥 へ 奈良 時 代 」 

東側 の 建物 23 へ 28 が 飛鳥 時 代 で 西側 の 建物 29 が 奈良 時 代 と 考え られ る 。① 群 :・ 建物 23 へ 25 と ② 

群 : 建物 26 28 の 柱 筋 が それ ぞ れ 同じ よう な 方 位 を 取る 。 ま た 溝 9388・951 も 方 位 か ら 判 断 し て ① 群 

の 可能 性 が 高い 。 周 辺 の 調査 で は 、 畿 内 産土 師 器 や 薄 金具 ・ 円 面 碑 ・ 瓦 な ど 、 官 衝 的 要素 の 遺物 が 出 

土 し 、 建 物 24・25 は 柱 穴 が 大 きく 深い こと か ら 、 豪 族 や 官 衡 的 な 建物 の 可能 性 が ある 。 建 物 25 以外 は 

出土 遺物 が 少な く 、 時 期 が わか り に くい が 、② 群 が 先行 する 可能 性 が 高い 。 
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[中 世 」 

調査 区 西側 に 分 布 す る 掘 立 柱 建 物 の 建物 1 22 が 中 世 と 考え られ る 。 

中 世 の 建 物 群 に つい て は 、 大 規模 な 建物 を 含む ① 群 ・ 建物 3 8 と ② 群 : 建物 13 へ 22 に 分 ける こと 

が で き 、 全 体 的 に は 13 世紀 代 を 中 心 と する ② 群 か ら 14 世紀 以降 の ① 群 へ 、 中 心 的 な 建物 が 移り 変わ る 

と 推定 され る 。 

① 群 に つい て は 、 建 物 5 が 建物 3 の 柱 穴 を 切っ て いる こと 、 出 土 遺物 か ら 建 物 3 5 が 14 世紀 以降 、 

建物 6・7 が 13 世紀 に 遡る 可能 性 が ある こと か ら 、 建 物 6・7 つ 建物 3 ご 建物 5 の 変遷 が 考え られ る 。 

また 建物 3 ・5・6 は 入 田 稲荷 前 遺跡 の 中 世 建 物 の 中 で も 大 規模 で 同じ よう な 規模 で ある こと か ら 、 集 

落 の 中 心 的 な 建物 で あり 、 建 て 替え を 行っ た も の と 考え られ る 。 特 に 建物 3 は 四面 棄 建 物 で あり 、 他 の 

建物 より 格式 の 高い 建物 と 言え る 。 

また 土 折 2 は 建物 3 と 関係 する 地 鎮 遺構 と 考え られ る 。 そ の 他 の 土 撤 4 ・28・45・74・89・228・ 

250・278 と 溝 220 は 、 位 置 的 に ① 群 に 属す る 可能 性 が 高く 、 こ の うち 土 折 4 ・278 は 祭礼 遺構 の 可能 性 

が 考え られ る 。 

② 群 に つい て は 、 方 位 か ら さ ら に ②ー a 群 :・ 建物 13・16・17・18・19・22、②ーb 和 群 : 建物 14・ 

15・20・21 に 分 けら れる が 、② あ 一 b 群 の 出土 遺物 が 少な く 前 後 関係 は 不明 で ある 。② あ -ー a 群 の 建物 16 

へ 19 は 重なり 合う た め 、 さ ら に 4 時 期 以 上 に わか れる 。 柱 穴 の 切り あい は 無く 、 柱 穴 出 土 遺物 で は 建 

物 17 の 瓦 器 塊 は 建物 18・19 より 古い と 思わ れる 。②ーb 群 も 建物 14・15 が 重なり あう た め 2 時期 以 

上 に わか れる 。 

土 553・583 も ② 群 と 関係 する 土 折 と 考え られ 、 土 所 583 は 祭礼 土塊 の 可能 性 が 高い 。 土 678 は 

位置 的 に 建物 22 と 対応 する 可能 性 が 高い 。 (山崎 ) 
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4. 入 田 稲荷 前 遺跡 - 4 次 調査 - 

所 在 地 八木 入 田 字 性 ヶ 下 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 ( 養 宜 地 区 ) 

担当 者 的 崎 薫 

種 _ 別 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 30 年 6 月 5 日 へ 平成 31 年 2 月 18 

調査 面積 調査 面積 10,468 押 

調査 の 位置 

1. 調査 内 容 

本 調査 は 、 八 木 入 田地 区 で 計画 され て いる 県 営 園 場 整備 事業 ( 養 宜 地区 ) に 伴う 調査 で ある 。 

調査 地 は 、 三 原平 野 北 東部 の 南東 一 北西 方 向 に 傾斜 する 水田 な どか ら な り 、 南 ・ 西 側 に は 養 宜 川 が 流 

れる 。 調査 は 平成 28・29 年 度 に 行っ た 確認 調査 結果 に 基づき 、 地 下 の 遣 跡 が 破壊 され る 排水 路 部 分 の 

本 発掘 調査 を 重機 ・ 人 力 併 用 で 進め て 行っ た 。 以 下 調 査 区 の 概要 を 記す 。 

調査 区 設定 図 
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[水路 1]」 

調査 地 の 北 西部 に 位置 する 調査 区 で 調査 面積 127 m。 

自然 流 路 NR 1・2 な どの 遺構 が 確認 で きた 。 NR 1 は 弥生 時 代 へ 古代 、NR 2 から は 弥生 時 代 後 期 

ー 終 末期 の 遺物 が や や まとまっ て 出土 し て いる 。 本 調査 区 周辺 は 、 遺 構 密 度 が 低く 居住 城 で は な か っ た 

と 考え られ る 。 

[水路 2] 

調査 地 北部 に 位置 する 調査 区 で 調査 面積 315 mm。 

自然 通路 や 溝 状 の 遺構 を 中 心 に 確認 し た 。 そ の 内 調 

査 区 中 央 部 の SD 2 は 幅 0.50.9m、 深 さ 0.47 mm 

の 直線 的 な 溝 で ある 。 遺 物 は 小 庁 で は ある が 土師 器 、 

須恵 器 な ど が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 と 考え られ る 。 

また 包含 層 か ら 弥 生 時 代 終 未 期 の 淡路 型 器 台 の 精製 品 

が 出土 し て いる 。 

[水路 3] 

調査 地 北部 に 位置 する 調査 区 で 調査 面積 862 mm。 _ 

遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 中 世 の 掘 _ 水路 2 淡路 型 器 台 出土 状況 ( 南 か ら ) 

立柱 建物 3 棟 (SB1 ご 3) や 古代 の 溝 (SD 1) な 

ど が ある 。 SD 1 は 幅 0.8ー0.9m、 深 さ 0.16 m の 直線 的 な 溝 で ある 。 遺 物 は 須恵 器 が 出土 し て お り 、 

奈良 時 代 と 考え られ る 。 先 の 水路 2 の SD 2 と 水路 3 の SD 1 の 距離 が 約 109 m と な り 条 里 型 水田 の 区 

画 溝 と 考え られ る 。 

[ 水路 4」 

調査 地 北 西部 の 丘陵 裾 に 位置 する 東西 方 向 の 調査 区 で 調査 面積 300 m。 
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遺構 ・ 遺 物 の 密度 が 極め て 低く 、 遺 跡 中 心 部 か ら 離 れ た 地区 と 考え られ る 。 

[水路 5」 

調査 区 中 央 北 寄 り の 谷 部 に 位置 する 東西 方 向 の 調査 区 で 調査 面積 300 m。 

水路 4 同様 遺構 ・ 遺 物 の 密度 が 低く 、 遺 跡 中 心 部 か ら 離 れ た 地区 と 考え られ る 。 

[水路 6」 

調査 中 央 部 の 南北 方 向 の 調査 区 で 調査 面積 719 nmi。 
遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 2 面 の 遺構 に は 南 半 部 に 弥生 時 代 の 堅 穴 建物 4 棟 (SH1 ン 4) な ど が あ 
る 。 平 面 形 が いずれ も 円 形 も し く は 不 整 円 で 規模 は SH 1 は 直径 約 7.1m、SHH2 は 直径 約 6.3m、S 
H 3 は 直径 約 6.4m、SH 4 は 直径 約 6.6 m を 測る 。 出 土 遺物 か ら SH 1・3 が 終末 期 、SH2・3 が 
中 期 後 葉 と 考え ら え る 。 中期 の SH 2 ・ 3 は 大 小 が 隣接 し て 配置 され 、 中 央 土 両 側 に 柱 を 持つ 松 菊 里 
系 住居 と 考え られ る 。 
[水路 7] 
調査 地 中 央 部 に 位置 する 東西 方 向 の 調査 区 で 3 次 調査 区 の 北側 に 隣接 する 。 調査 面積 1. 013 nt。 
遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 中 世 の 掘 立柱 建物 5 棟 (SB6・811) 、 飛 鳥 時 代 の 
掘 立柱 建物 3 棟 (SB 24・26・27) な ど が ある 。 

第 2 面 の 遺構 に は 堅 六 建物 2 棟 (SH 1・2) や 土器 柏 募 1 基 (ST 1) な ど が ある 。 い ずれ の 堅 穴 
建物 も 平面 形 が ほぼ 円 形 で 、 規 模 は SH 1 は 直径 約 9.5 m、SH 2 は 直径 8.0m を 測る 。 出 土 遣 物 か ら 
時 期 は いずれ も 弥生 時 代 後期 後 葉 終 末期 と 考え られ る 。 ST 1 は SH1 の 西側 8 m に 位置 する 土器 格 
墓 で 堅 六 建物 と 同時 期 の 終 未 期 と 考え られ る 。 
[水路 8] 
調査 区 中 央 や や 北 寄 り に 位置 する 南北 方 向 の 調査 区 で 調査 面積 136 mi。 
溝 状 の 遺構 を 中 心 に 遺構 を 確認 し た 。 基 本 的 に 弥生 時 代 で SD 1 3 は ほぼ 同時 期 の 弥生 時 代 後期 後 

半 ー 終 末期 の 遺物 が 出土 し て いる 。 最 も 規模 が 大 きい SD 3 は 幅 3.1m、 深 さ 0.7m を 測る 。 
[水路 9] 
調査 地 中 央 部 に 位置 する 東西 方 向 の 調査 区 で 、 調 査 面積 

1,196 m。 

遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 中 世 の 掘 立柱 
建物 10 棟 (SB110) や 土 塊 な ど を 確認 し た 。 和 建物 は 
調査 区 内 で 大 きく 3 ヶ所 で 分 か れ て 重複 する 形 で 確認 され 、 
時 期 幅 を 有する と 想定 され る 。 
調査 区 中 央 部 に ある 土 撤 S 信 1・2・5 は 平面 形 が 円 形 

を な す 土 撤 で 土師 器 、 須 恵 器 な ど が 出土 し て いる 。 特に S 水路 9 SK 2 遺物 出土 状況 ( 北 か ら ) 
K 2 から 出 土 し た 遺物 は 12 世紀 頃 の 比較 的 良好 な 資料 と 
考え られ る 。 
第 2 面 の 遺構 に は 堅 穴 衝 物 4 棟 (SH1A・1B・1C、SH2) や 自然 流 路 (NR 1) な ど が ある 。 
堅 穴 建物 は 調査 区 中 央 部 で 4 棟 が 重複 する 形 で 確認 で きた 。 1 Aー1 C は 弥生 時 代 中 期 後 葉 へ 後期 中 茎 
を 経て 、 後 期 後 葉 終 未 期 に 建て 替え が 行わ れ た と 思わ れる 。 SH 2 は SH 1 C と 同時 期 か 近い 時 期 が 
想定 され る 。 調 査 区 東端 で 確認 し た NR 1 は 、 幅 7.5 m を 測る 。 水 路 の 掘削 深度 の 関係 で 完 掘 は 行っ て 
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いな い が 、 弥生 時 代 後 期 後 葉 ー 終 未 期 の 遺物 が や や ま 

と まっ て 出土 し て いる 。 

[ 水路 10] 

調査 地 中 央 部 東 寄 り の 丘陵 裾 部 に 位置 する 南北 方 向 

の 調査 区 で 、 調 査 面積 994 m。 

遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 了 両面 と も に 生活 に 関連 する 

遺構 は は ほとんど 認 め ら れず 、 第 1 面 の 遺構 に は 北端 部 

に 溝 (SD 1) が ある 。 遺 構 か ら は 弥生 時 代 後 期 後 葉 

古墳 時 代 初 頭 の 完 形 の 土器 1 ご 18 が 大 量 に 出土 し 

た 。 ま た 阿波 や 吉備 地域 な どか ら の 搬入 土器 以外 に 河 

内 型 庄内 獲 8 や 布 留 式 土 器 の 影響 を 受け た 格 9 が 含ま 

れ て いる こと が 注目 され る 。 SD 1 は 湧 水 点 に 隣接 し 

て いる こと か ら 、 水 に 関連 する 祭祀 が 行わ れ た も の と 

推測 され る 。 

第 2 面 の 遺構 に は 調査 区 中 央 部 に 土 折 (SK1) が 

ある 。 規模 は 長 辺 1.2 m、 短 辺 1.0m、 深 さ 0.41m で 、 

底部 に は 東西 に 並ぶ 2 本 の 小穴 を 有する 。 小穴 は 直径 

0.12 m で 深 さ 0.26 mm を 測る 。 出 土 遺物 は な い が 、 形 

態 が 縄文 時 代 の 落と し 穴 と 近似 し て お り 、 同 時 代 の 遺 

構 と 判断 され る 。 

[ 水路 日] 

調査 地 中 央 部 の 東西 向 の 調査 区 で 、 調 査 面 796 和 m。 

遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 調査 区 西 

部 で 掘 立 柱 建 物 1 棟 (SB1) 、 土 折 (CSK2) な ど 

が ある 。 SB 1 は 桁 行 3 間 (5.2m) 、 染 行 2 間 ⑨.5 

m) 、 出 土 遺 物 は ほとん ど な い が 、 古 代 と 思わ れる 。 

第 2 面 の 遺構 に は 弥生 時 代 後 期 後半 へ 終末 期 の 溝 な ど 

が ある 。 

[ 水路 12」 

調査 地 南部 に 位置 する 東西 方 向 の 調査 区 で 、 調 査 面 

積 657 融 。 

遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 中 世 の 掘 

立柱 建物 3 棟 (SB1ー3) や 土質 墓 6 基 (ST 1 

6) な ど が ある 。 ST 2 は 、 長 さ 15m、 幅 0.9 m、 

深 さ 0.4m を 測り 、 土 師 器 皿 と 古銭 ( 宋 通 元 害 ・ 量 窒 

187.230.9 ーー 

元 害 ・ 紹 聖 元 害 ・ 元 豊 通 害 ・ 祥 符 通 寅 ) が 出土 し て お 

り 、12 へ 13 世紀 頃 と 思わ れる 。 

第 2 面 の 遺構 に は 弥生 時 代 中 期 後 葉 終 未 期 の 堅 
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[ 水路 13] 

調査 区 南部 東 寄 り に ある し 字 状 の 調査 区 で 、 調 査 面積 458 mi。 

遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 面 の 遺構 に は 中 世 の 掘 立柱 建物 2 棟 

や 7 世紀 後半 へ 奈良 時 代 初 頭 の 土塊 な ど が ある 。 第 2 面 の 遺構 に は 

弥生 時 代 終 末期 の 堅 穴 建物 1 棟 、 弥 生 時 代 中 期 終 未 期 の 溝 が ある 。 

[ 水路 14」 

調査 区 南端 部 に 位置 する 東西 方 向 の 調査 区 で 調査 面積 981 和 m。 

遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 2 面 の 遺構 に は 堅 穴 建物 1 棟 (SH 

1) や 土 折 、 溝 な ど を 確認 し た 。SH 1 は 調査 区 中 央 部 に 位置 する 

1 辺 10.8m の 方 形 の 大 型 住居 で ある 。 遺 物 は 弥生 時 代 終 末期 の 土 

器 が 出土 し て いる 。 規模 が 非常 に 大 きく 単独 で 分 布 す る こと か ら 特 

別 な 建物 の 可能 性 が ある 。 

[ 水路 15] 

調査 地 南 西端 部 に 位置 する 東西 方 向 の 調査 区 で 、 調 査 面積 508 mm。 

遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 2 面 の 西端 部 が 谷地 形 と な っ て お り 、 

谷 部 か ら 7 世紀 後半 へ 8 世紀 頃 の 遺物 が 出土 し た 。 遺 物 の 中 に 円 面 

礁 19 が 含ま れ て お り 、 注 意 さ れる 。 

2. まとめ 

入 田 艇 荷 前 遺跡 は 、 

くい が 、 古 墳 時 代 中 期 

調査 面積 の 制約 か ら 各 遺構 の 様相 は 把握 し に 

を 除く 、 費 文中 世 ま で の 遺跡 で ある こと が 

分 か っ た 。 特に 弥生 時 代 に お いて は 、 堅 穴 建物 が 20 棟 確認 され る 

な ど 遺 構 、 遺 物量 、 内 容 に お いて 非常 に 豊富 で 三原 平野 の 中 心 集落 

の 一 つ に な る こと が 見 えて きた 。 古 寺 時 代 中 期 の 遺構 ・ 遺 物 は 確認 

され ず 、 飛 鳥 時 代 に な 

で ま と ま と っ て 6 棟 の 

は 北側 に 位置 する 宮田 

が ある 。 和 白鳳 ・ 奈 良 時 

これ まで の 成果 か ら 官 

は 遺物 は わずか に 出土 

は 広範 囲 に 建物 群 が 展 

形成 され る 。 
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っ て 、3 次 調査 の 成果 を 含め る と 遺跡 中 央 部 

建物 群 が 形 成 さ れる 。 建 物 群 の 性 格 に つい て 

古墳 と の 関連 が 想定 され 、 豪 族 居館 の 可能 性 

代 に は 遺跡 南 半 部 で 遺構 ・ 遺 物 が 確認 で き 、 

衛 的 な 性 格 を 考慮 する 必要 が ある 。 平安 時 代 

し た が 、 遺 構 に つい て は 明確 で な い 。 中 世に 

開 し 、 遺 跡 南 西部 に や や まとまっ て 土 貸 募 が 

(坂口 ・ 的 崎 ) 
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5. 石 グ ケ 坪 遺跡 - 3 次 調査 - 

所 在 地 人 賀集 八幡 北 字 石 ケ 坪 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 (八幡 北 地 区 ) 

担 当 者 山崎 裕司 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 30 年 10 月 1 日 へ 1 月 7 日 

調査 面積 228 宮 (2X2m の 調査 区 57 ヶ所 ) 

調査 の 位置 

1. 調査 内 容 

調査 地 は 三原 平野 西部 に 位置 し 、 大 日 川 と 山路 川 に 挟ま れ 、 南 東 か ら 北西 に 緩やか に 傾斜 する 。 

調査 地 南端 に は 周知 の 遺跡 で ある 石 ケ 坪 遺跡 が 存在 し 、 イ オン 南 淡 路 店 の 建設 に 伴い 平成 6 年 度 に 確 

認 調査 が 行わ れ 、 平 成 7 年 度 に は 県 道 福 良 ・ 江 井 ・ 岩 屋 線 歩 道 拡 張 工 事 に 伴い 本 発掘 調査 が 行わ れ て い 

る 。 こ の 本 発掘 調査 で は 古墳 時 代 未 へ 奈良 時 代 頃 と 推定 され る 大 型 の 方 形 柱 穴 を も つ 建 物 跡 や 中 世 建 物 

が 検出 され て いる 。 ま た 当 事 業 に 伴い 平成 26 年 度 に 分 布 調査 を 行っ て お り 、 そ の 結果 に 基づき 確認 調 

査 区 を 設定 し た 。 

No 83 土師 器 ・ 須 恵 器 を 含む 堆積 層 が 確認 で きた 。 良 好 な 遺物 が 少な い が 、 須 恵 器 に 関し て 奈良 時 代 

の 杯 B が 出土 し て お ら ず 、 古 墳 時 代 後期 が 中 心 と 推定 する 。 

9 層 以 下 に 遺物 は 含ま ず 、 粘 土質 や 粗 砂 質 の 不安 定 な 堆積 土 で 湧 水 が 激しく 、 北 方 向 へ 落ち 込ん で い 

く 。 一 部 揚 乱 状 の 堆積 土 も 見 られ る こと か ら 、 調 査 区 南南西 方 向 の 包含 層 や 遺構 面 を 削 平 し 、 低 い 場 

所 を 埋め 戻し た 可能 性 も 考え られ る 。 

ジ
 

2. まとめ 

全体 的 に 極め て 不安 定 な 堆積 填 で ある 調査 区 が ほとん ど で 、 旧 山路 川 と 旧 大 日 川 が 複雑 に 入り 込み 、 

河川 の 影響 を 大 きく 受け た 場所 で あっ た と 推定 され る 。 

まとまっ た 遺物 が 出土 し た の は Mo. 383 の み で 、 こ の 周辺 も 不安 定 な 土壌 堆積 で ある が 、 周 辺 に 包含 層 

が 分 布 す る 可能 性 も 考え られ る た め 、 平 成 7 年 度 の 本 発掘 調査 区 か ら No. 33 に か け て の 範囲 を 包 蔵 地 と 

し た 。 時 期 は 古墳 時 代 後期 を 中 心 と する と 考え られ る 。 
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